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令和６年第３回枝幸町議会定例会会議録  

 

○議事日程（第１号）  

令和６年９月１０日（火曜日）   午前１０時００分開会 

第 １        会議録署名議員の指名 

第 ２        会期の決定 

第 ３        諸報告 

第 ４        行政報告・教育行政報告 
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入） 
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第２９ 認定第 ６号 令和５年度枝幸町港湾整備事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 
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（午前１０時００分）  

◎開会・開議宣言 

○議長（小原 仁君） おはようございます。 

暑すぎた夏もどうやらピークをこしたような感じもいたしますが、西日本では、ま

だまだ残暑が厳しいような状況であります。 

北海道も、今年は大変暑い夏がありました。北海道で最近、サツマイモの栽培が盛

んになっておりまして、それは北海道の気候がサツマイモの育成に適した気温になっ

てきているということで、何か増えているそうであります。また、浜頓別では小麦の

生産も始まったようでありますし、また農業のあり方がいろいろ変容しているように

思います。先の新聞記事で、函館でカツオが揚がったという記事がありました。これ

も一つ大きな気候の変動の要因なのかなというふうふうに思います。 

枝幸でも秋サケ漁が始まりまして、最初の水揚げが昨年の２割程度ということであ

りますが、これから豊漁になることを期待する次第であります。毎年の秋サケの放流、

春に放流をして、今時期に漁獲をするというサイクルでずっときておりましたが、今、

これほど水温が上がりますと、水温の低い時期に漁獲ができないかという研究も始ま

っているような状況であります。我々は自然を変えることはできませんので、自然に

合わせたような漁業・農業を考えていかなければならないかなというふうに思ってお

ります。 

その変わった点をもう一つ言いますと、枝幸町でクマが徘徊をしたと皆さんご存知

だと思いますが、これからまたそんなようなことがいつ起こるかわかりませんので、

お気をつけ願いたいと思います。 

また、コロナウイルスがまた感染が拡大しているようでございます。また、マイコ

プラズマ肺炎も徐々に増えてきているような状況であると思いますので、ウイルス感

染症対策には、また、今まで通り、また、今まで以上にお気を付けいただきたいとい

うふうに思います。 

それでは、これより令和６年第３回枝幸町議会定例会を開会いたします。 

本日の会議を開きます。 

出欠の状況についてご報告をさせていただきます。ただいまの出席議員は 12 名全

員でございます。定足数に達しますので、会議は成立いたします。 

それでは議事日程に従いまして、本日の会議をとり進めさせていただきます。 

（開会 午前１０時０３分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 ２番渡辺明徳議員、３番清水顕志議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（小原 仁君） 日程第２ 会議の決定についてを、お諮りいたします。 

本定例会の会期は、議会運営委員会において協議し、本日から 13 日までの４日間

としたいと思います。 

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 
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○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から 13 日までの４日間と決定いたしました。 

 

◎日程第３ 諸報告 

○議長（小原 仁君） 日程第３ 諸報告に移らせていただきます。 

議会の諸報告でございますが、それぞれ皆さんのお手元に配付しておりますとおり、

６月 27 日開会の第２回定例会以降の会議等についての内容でございますので、主な

ものだけを報告させていただきます。 

北海道町村議会議員研修会は７月２日に札幌市で開催され、議員９名、事務局２名

が参加し、気象予報士森 朗氏より「加速する気候変動」、衆議院議長大島理森氏よ

り「人口減少と市町村の重要性、民主主義について自省を含めての所感」と題してそ

れぞれ講演をいただきました。 

鷹栖町議会行政視察研修は７月４日に実施し、鷹栖町議会 大石議長、谷鷹栖町長

ご出席のもと、チラシ風議会広報誌の発行を始め、土曜日議会の開催、学習帳風の議

会傍聴ガイドブックの配布など、斬新な議会活動の内容についてご教示をいただきま

した。 

７月 21 日に鷹栖町で開催された「対話による地方議会活性フォーラム」に議員５

名、事務局２名が参加し、大学教授より北海道の議会改革のこれからと題して講演を

いただき、まちづくりの課題の争点は、住民の声からの取り出しが重要である旨をご

教示いただきました。 

７月 29 日に愛別町で開催された北海道町村議会議長会役員による「議会ハラスメ

ント防止条例調査」に私が出席し、議員の地位を利用した町職員に対するハラスメン

ト及び、議会内における同僚議員に対するハラスメントの防止を図るための条例制定

に向けて、国の動向などを参考に調査研究を行いました。今後、当議会におきまして

も、本条例の制定に向けて検討を重ねてまいりたいと考えております。 

議会広報編集特別委員会は、第６回目を８月６日に開催し、議会広報 69 号の編集

作業が行われ、８月 29 日付で各家庭に配布をしております。第７回目は９月５日に

開催し、議会広報 70 号の編集に向けた協議が行われております。 

議会広報研修会は８月 20 日に札幌市で開催され、広報編集特別委員会委員及び事

務局が出席し、読者に読まれる議会広報誌の企画と編集について研修を受けておりま

す。 

総務文教常任委員会は８月 27 日に開催し、デジタル防災行政無線の整備について

など、計４件の所管事務調査を行っております。 

産業厚生常任委員会は８月 28 日に開催し、枝幸町地球温暖化対策実行計画の令和

５年度の実績報告についてなど、計４件の所管事務調査を行っております。 

議会運営委員会は９月５日に開催し、本定例会の議事運営の審議などについて協議

しております。 

以上簡単でありますが、議会の事務報告とさせていただきます。 

 

◎日程第４ 行政報告・教育行政報告 

○議長（小原 仁君） 日程第４ 行政報告を行います。 
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村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） おはようございます。 

本日は、令和６年第３回枝幸町議会定例会の開催をいただき、誠にありがとうござ

います。 

本定例会につきましては、同意案件が２件、補正予算の専決処分案件が１件、条例

案件が３件、工事請負契約の変更に関する議案が１件、公有財産の取得に関する議案

が１件、補正予算に関する議案が５件、決算認定が 10 件、報告事項５件をご提案申

し上げておりますので、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

それでは、行政報告をさせていただきます。 

６月 27 日に開会されました令和６年第２回定例会以降の諸行事につきましては、

お手元の報告書をお目通し願うことでご了承いただき、主な事項についてご報告いた

します。 

はじめに、７月６日、７日の両日にわたり開催された、第１回オホーツク枝幸うま

いもん祭りについてご報告いたします。 

これまで 50 年以上にわたり親しまれたカニ祭りを、海産物だけにこだわらず、山

の幸を初め、枝幸町の特産品を広く PR するため、「枝幸のうまいもん」というキャ

ッチコピーを取り入れたオホーツク枝幸うまいもん祭と改め、２日間で延べ約２万

3,000 人の来場者で賑わいました。 

前夜祭では、陸上自衛隊第２音楽隊による演奏により開幕し、音楽愛好団体や一輪

車、スポーツ少年団によるステージとアトラクションが行われ、本祭では、友好都市

の福岡県うきは市や長崎県平戸市などの交流ブースの出展、毛ガニの早食い競争や歌

謡ショーなどが行われました。 

司会進行には、ふるさと応援大使である NHK 旭川放送局でキャスターとしてご活躍

している及川凛華さん、また、本年６月に開催された第 34 回 YOSAKOI ソーラン祭り

において、ファイナルに進出、優秀賞に輝きました同じく応援大使の夢想漣えさしの

皆さんは、豪快な演舞で会場を盛り上げていただきました。イベントの最後に、各団

体や事業者にご協力いただいた抽選会では、参加された皆さんは大いに喜ばれ、盛況

のうちに閉幕いたしました。 

今後も関係機関と連携し、魅力あふれるイベントとなるよう取り組んでまいります。 

次に、令和６年度の普通交付税についてご報告いたします。 

政府は７月 23 日に、本年度の普通交付税額を決定し、枝幸町の普通交付税決定額

は 47 億 4,579 万 8,000 円であり、昨年度と比較しますと１億 2,974 万 5,000 円、

2.7%の減額となっております。 

減額となった主な要因は、普通交付税算定に用いる基準財政需要額や収入額の町民

税所得割額が見込みより 8,300 万円増額となったことと、町債の償還終了などに伴い、

基準財政需要額が 2,100 万円減額となったことによるものであります。 

予算計上額との比較では 5,420 万 2,000 円下回っている状況であり、差額につい

ては財政調整基金の取り崩しにより対応することとして、本定例会に補正予算を提案

しております。 

次に、農業の状況について、ご報告いたします。 

牧草の状況については、一番草は好天に恵まれ適期に収穫することが出来たため、
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良質な粗飼料を確保することが出来ました。２番草については、７月は良好でしたが、

８月は天候不良が続き、収穫の遅れによる品質の低下が懸念されております。 

生乳生産量は７月末現在、１万 7,824 トン、前年比 99.2%と前年並みであり、搾乳

農家数減少の中、一定量が確保されていることは酪農家皆様のご努力によるもので、

今後の取り組みにも期待をするところであります。 

次に、森づくりの取り組みについてご報告いたします。 

森林に親しむことで、森と海の大切さを知ることを目的として、９月下旬には小学

生を対象とした森を知る体験学習が、西歌登いこいの森で 10 月５日には枝幸町緑化

推進委員会の主催による町民植樹祭が、問牧地区魚つきの森で開催される予定となっ

ております。 

次に、ヒグマの出没状況についてご報告いたします。７月 10 日以降、枝幸市街地

においてヒグマの出没が相次ぎ、猟友会、枝幸警察署など関係機関と周辺巡回、出没

看板設置、音声告知端末放送による周知等を行い、不備の遭遇への警戒を強めていた

中、北海道におきましては、７月 31 日から１ヶ月間、枝幸町一円にヒグマ注意報が

発出されました。 

目撃や出没の都度、痕跡確認、出没ルートの分析を行い、猟友会の巡回や箱わなの

設置により、２頭のヒグマを駆除することができました。その後、８月７日、北幸公

園での子クマの目撃情報を最後に枝幸市街地での目撃情報はありません。 

近年増加している市街地でのヒグマ出没に対し、箱わな監視カメラ等資材の状況を

図るとともに、関係機関と連携し、追い払いや捕獲駆除等、迅速な対応により人身被

害防止に努めてまいります。 

次に、町内で発生しました死亡交通事故についてご報告いたします。 

７月 14 日、道道美深中頓別線の天の川トンネルから、美深方面に約１キロの直線

において、車両単独による交通事故が発生し、残念なことに、旭川市の方１名が犠牲

になりました。 

枝幸町においては、令和３年８月に発生した死亡事故以来、継続していた交通事故

死ゼロが 1057 日でストップしましたが、今後とも枝幸警察署を初め、関係機関や団

体等と連携し、決意を新たに交通安全意識の高揚を図り、交通事故の無い枝幸町に向

け取り組みを推進してまいります。 

最後に、新型コロナワクチン接種についてご報告いたします。令和６年度における

新型コロナワクチン接種については、国が定期接種と定め、10 月から始めることと

なりますが、当町でこれまで行ってきた集団接種はできなくなり、医療機関で個別に

接種する仕組みとなります。 

また、本定例会において、新型コロナに感染した際に重症化リスクの高い高齢者の

方などに対し、接種費用助成の補正予算を提案しておりますので、ご審議賜りますよ

うお願い申し上げます。 

以上、行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、町長の行政報告が終わりました。 

引き続き、教育行政報告を行います。 

小川教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） おはようございます。 
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私から、去る６月 27 日に開会されました第２回定例会以降の教育行政の中から、

主な点についてご報告をいたしますが、諸行事については、お手元の報告書にお目通

し願います。 

はじめに、７月 31 日に文部科学省から公表されました今年の全国学力学習状況調

査結果についてであります。調査対象は、小学６年生と中学３年生で、調査科目は小

学生が国語・算数、中学生が国語・数学でした。当町の状況ですが、小学生について

は、国語・算数ともに全国全道平均を下回っており、その差は昨年より広がっていま

す。 

中学生についても、国語、数学ともに全国全道平均を下回っていますが、数学はそ

の差が縮まっており、改善傾向が見られます。学習状況調査においては、学習におけ

る ICT 機器の利用は進んでいるものの、家庭学習の時間が全国・全道と比較して少な

く、知識の定着に必要とされる繰り返し学習が不足している傾向がうかがえます。 

これらの結果をもとに分析と検証を進め、指導方法の改善を図るなど、現在、課題

解決に向けた取り組みを学校、家庭、地域と連携し進めているところです。 

次に、ヒグマ市街地出没による社会教育施設等の対応についてであります。 

７月下旬から複数のヒグマの目撃があったため、町内一円を対象として７月 31 日

から８月 30 日まで、北海道よりヒグマ注意報が発出されました。 

この間、安全面を考慮し北幸公園内にある屋外施設総合体育館、かもめアリーナ、

オホーツクミュージアムえさしの休館や利用時間の制限を行いました。 

その後、ヒグマの目撃情報がないことから、８月 31 日をもって施設利用時間の制

限を解除いたしました。制限期間中、町民の皆様方には大変ご不便をおかけいたしま

した。この場をお借りし、ご理解、ご協力いただいたことに感謝申し上げます。 

次に、交流都市であります長崎県平戸市とのいきいき交流事業についてであります。

いきいき交流事業は、コロナ禍により、令和元年以来、長く中断していましたが、昨

年度より再開しており、昨年 12 月には、平戸市から中学生学生６名が来町し、枝幸

町の中学生と交流しました。 

今年度は８月６日に出発式を行い、８月７日から 11 日までの日程で、枝幸町から

中学生６名が赴き、平和学習に参加し、戦争の悲惨さや命の尊さについて学ぶととも

に平戸市の中学生との交流を図るなど、異文化を学び体験する貴重な時間を過ごしま

した。 

最後に、今年で７年目となるオホーツクミュージアムえさしと枝幸高等学校総合文

化研究部との共同調査である目梨泊遺跡学術発掘調査についてであります。 

今年度の発掘調査は、来年度より実施を予定している福島大学の学術調査に先立ち、

遺構の分布状況や土壌の堆積状況を把握し、調査地点を絞り込むため、あらかじめ設

定した箇所について、８月５日から８月 10 日まで実施いたしました。 

期間中は天候に恵まれず、小雨や霧の中の調査となりましたが、土器や黒曜石剥片、

石器など多数の遺物が出土し、オホーツク文化の痕跡を確認することができました。 

 以上申し上げまして、教育行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、教育長の教育行政報告が終わりました。 

 議場内、多少暑くなってございますので、上着を脱いでの会議を許可いたしますの

で、脱がれる方は、どうぞ脱いでいただきたいと思います。 
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◎日程第５ 一般質問 

○議長（小原 仁君） 日程第５ 一般質問を行います。 

通告は、３名からの５問であります。一問一答方式で行います。 

質問する議員は、質問の大項目ごとに、最初の質問は登壇の上発言していただき、

再質問以降は自席から発言していただきます。理事者側の答弁も同様にお願いをいた

します。 

なお、再質問等の回数制限は設けませんが、１人当たりの持ち時間は、答弁時間を

含め１時間以内といたします。 

それでは受理順番に従いまして発言を許します。 

５番野口洋郎議員の質問を許します。 

５番野口議員。 

（５番野口洋郎君 登壇） 

○５番（野口洋郎君） 通告に従い質問いたします。 

まず１問目です。マイナンバーカード保険証の当町の取扱いについて、町長にお伺

いします。 

厚生労働省によると 2024 年、今年の 12 月２日以降、現行の保険証が廃止され、

マイナ保険証を基本とする仕組みに移行するとし、12 月２日時点で有効な健康保険

証は、最大１年間有効とする経過措置が設けられるが、経過措置期間中に有効期間が

到来した場合や、保険者が移動した場合は失効するとしています。また、本人の申請

によらず、加入する医療保険者から、資格確認書が送付される予定ですという注釈が

ついています。当町のホームページでは、「マイナンバーカードの申請については、

それぞれの判断によりご希望される場合のみ申請してください。」としています。 

申請は義務ではなく、あくまでも任意ということになっております。マイナンバー

保険証についても同様に、義務ではなく任意であると認識しますが、町としての考え

方を伺います。その上で、当町のマイナーマイナンバーカードの取得率と、マイナン

バーカード保険証の取得率及び利用率を示してください。 

12 月２日以降、現在の保険証が使えなくなり、マイナンバー保険証、以後マイナ

保険証といいますが、マイナ保険証を取得していないと医療機関にかかれないのでは

ないかという不安が住民に広がっています。当町として現在の保険証の扱い、また、

マイナ保険証を取得していない方への対応はどのようになるのかを説明してください。 

マイナカード、マイナ保険証については、今まで多くのトラブルが報道されていま

す。そのことが取得をためらう理由として挙げられるのだと思いますが、当町ではト

ラブルの事例があるのか、また、トラブルが起こったときにはどのような対応がとら

れているのか伺います。 

全国の高齢者施設、介護施設のうち、59％の担当者が健康保険証の廃止に反対し、

94%の施設が代理申請に対応できない、カード暗証番号の紛失時の責任が重い、そう

いう調査結果があります。当町の特養施設では、マイナ保険証の取得について、どの

ような対応を取っているのか伺います。また、体の不自由な方や、自分で申請するの

が困難な方に対する対応はどのようになっていますか。 

現行の保険証が廃止される 12 月２日が目の前に迫っています。今後とも、住民の

皆さんが安心して医療を受けられるよう、健康保険証について正しく理解できる、わ

かりやすい説明、周知が必要だと思います。町としては、どのような方法を考えてい
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るのか答弁を求めます。 

最後に、マイナ保険証の有無により、受領権に差が出るようなことがあってはなら

ないと思いますが、町長の所見を伺います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 野口議員のご質問にお答えします。 

昨年６月、マイナンバー法等の一部改正が国において行われ、本年 12 月２日以降

は、現行の健康保険証の新規発行が廃止となり、マイナンバーカードを健康保険証と

して利用する、いわゆるマイナ保険証の運用が基本となります。 

はじめに、マイナ保険証の考え方では、マイナンバーカードの取得の申請は義務で

はなく、あくまでも任意となりますが、その一方では、日本全体において、少子高齢

化による人口減少に対応するため、デジタル化による効率化や利便性向上の必要性も

顕在化しているところであります。 

そのため、国の法令改正などへの適切な対応と、マイナ保険証利用によるメリット

について周知を図りながら、国民皆保険制度の維持に努めてまいります。 

次に、当町のマイナンバーカードの取得率ですが、７月末時点において保有枚数は

5,113 枚で、保有率は 70％となり、また６月の外来診療におけるマイナ保険証の利

用率は、国保で 15％、後期高齢者医療で 11％となっております。 

なお、本年 12 月２日以降の健康保険証の取扱いですが、発行済みの国保及び後期

高齢者医療の健康保険証をお持ちの方は、有効期限の令和７年７月 31 日まで引き続

きご利用いただけます。また、本年 12 月２日以降に加入されている健康保険が変更

になる方や健康保険証の再交付が必要な方には、新たに資格確認書が交付となります。 

このことにより、マイナンバーカードを申請されていない方でも、資格確認書を医

療機関等窓口にご提示いただくことで、これまで同様に受診が可能となります。 

なお、協会けんぽや各種共済などの社会保険では、発行済み保険証の有効期限など

の取扱いが、保険者ごとに異なりますことから、加入先からの通知によりご確認願う

こととなります。 

次に、マイナ保険証の利用について、枝幸町国保病院では、一昨年の令和４年１月

からオンラインによる保険資格確認のため、窓口に顔認証端末を設置し運用しており

ます。 

運用に当たっては、顔認証時の読み取りエラーや暗証番号を忘れている事例なども

ございますが、窓口担当者が随時対応しておりますので、大きなトラブルには至って

おりません。また、厚生労働省の社会保障審議会において、利用時に生じる主な事象

や課題への対応が議論されており、課題解決の取り組みが順次進められているところ

です。 

次に、基本的には社会福祉法人の対応となりますが、現時点において、特別養護老

人ホームの枝幸苑及び歌翠園ともに、マイナ保険証を利用されている入所者はおらず、

ご家族からも利用を求める相談は出ていないとのことで、健康保険証の新規発行廃止

後も、資格確認書による現状の受診対応が予定されております。また、体が不自由な

方やご自身での申請が困難な場合は、窓口となる町民課へご相談願います。 
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最後に、健康保険証の新規発行が廃止となる本年 12 月２日が間近に迫っておりま

すが、北海道及び後期高齢者医療広域連合において、国保及び後期高齢者医療保険の

道内における統一的な取扱いについて調整が進められているところであります。 

当町としても、マイナ保険証の有無により医療受診機会に差が生じないことを含め、

健康保険証の取扱いにつきましては、広報えさしやイオス放送、町ホームページ等に

より周知を図り、引き続き、町民皆さんが安心して医療を受けられるよう体制整備に

努めてまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、再質問します。 

今の町長の答弁で大体のことは理解できましたので、よかったんですけども。まず

ですね、ちょっと何点か質問していきますけども。 

最初に、マイナンバーカードをマイナンバー保険証っていうのは、義務ではなく任

意だというところなんですが、これは、町としてもそういう考えで必ず作りなさいと

か、そういうようなことをどこかから要請されることもなく、あくまでも自分の考え、

任意で作るというそういう理解でよろしいですか。 

そこをまず、一点確認したいんですが。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 野口議員のご質問にお答えします。 

マイナンバーカードの取得につきましては、あくまでも任意ということで国から強

制的にそれを求めるものではありませんが、健康保険証としての利用を進めるにあた

って、利用を 60％程度まで引き上げなさいですとか、そういった通知はありますの

で、国民の町民の方の利便性にも繋がることにもなっておりますので、担当といたし

ましては、そういったものを引き続き確認しながら、国の動向に合わせて対応してま

いりたいと考えております。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。 

あくまでも任意であるということだと思いますんで。それでね、これは枝幸の事例

ではないんですけども、病院、要するに医療機関側から患者さんに対してマイナンバ

ーカードを作ってほしいんだというような要請があったという、そういう事例あるん

ですね。 

それで、実はその方は、寝たきりになっていて自分では作ることができなくて、代

理の申請をしなければいけないということになったんだけども、非常に大変で困って

いるんだっていうそういう話がありました。 

枝幸町としては、医療機関側から患者さんに対してマイナンバーカードを作ってく

ださいというような要請はないということでよろしいですか。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（神尾尚人君） ただいまの野口議員のご質問にお答えいたします。 

当院ではですね、窓口にいらした方に声掛けしたりですとか、窓口にチラシを置い

たりはして、マイナンバーカードを持ってるかどうか、登録しますかというお話はし

ますけども、あくまでこれも本人の意思ですので、しないという方には、そのような
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対応を強制にはですね登録はしておりません。 

つまり、あの声掛けはしますけども、してくださいってお願いはしてないです。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 声掛けはしますということは、来た、マイナ保険証を持って

ない方が来たときに、マイナ保険証を作ってくださいっていう、そういう声掛けをし

てるっていうことなんですか。 

それをちょっと答えていただきます。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

まず、当院ではですね、保険証とマイナンバーカードどちらかお持ちですかという

確認をしまして、マイナンバーカードを持ってるんであれば、登録なされますかとい

うかですね、そういうお話をして、そこはそういう方もいますし、登録する方もいま

すし、自分はしないという方もいますので、それはその方の意思に任せて対応してお

ります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかりました。あくまでも任意ということが重要だというふ

うに思いますので。 

 それでですね、要するに、今年の 12 月２日で新規の保険証が発行しなくなる。そ

して、例えば、私、国保ですけども、７月、来年の７月 31 日までが期限なんですね

国保の場合。 

要するに、１年間は経過措置を取るっていうふうに言ってるんですよ厚生労働省の

方は。１年間を経った後でも、先ほどの答弁ですと、資格確認書が送られてくるって

いうことなんですよね。 

ただ、７月、国保の場合、来年の７月 31 日に国保の保険証の期限が切れます。 

その前に資格確認書が、プッシュ式って、要するに申請しなくても送られてくるの

かどうか、そこをちょっと確認したいんですけど。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 野口議員のご質問にお答えします。 

今、ご質問いただいたような形で、現在健康保険に加入されている方には、健康保

険証をお持ちということで、引き続き来年の 7 月までお持ちの保険証をお使いいただ

きます。 

12 月２日以降は保険証の発行自体ができないことになりますので、資格確認証と

いうものを保険証の代わりになるものを渡させていただきますので、それをご利用い

ただきたいと思ってます。 

 あくまでも、当初、申請によって交付するような形も国で示されていたんですけれ

ども、それでいきますと行き渡らないということにも繋がりますことから、役所側か

ら、保険者側からですね資格確認書は申請によらず、本人に交付するということで通

知がございますので、それに則って医療に、受診に、齟齬が生じないような形で対応

したいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 
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○５番（野口洋郎君） はい、要するにこちらから申請することなく、今の保険証が

切れたら送ってくる、資格確認書が送ってくるというそういうことだと思います。 

それで、問題はですね、新しい保険証は発行されなくなります、期限が来たら資格

確認書が送られてきます。 

これは、要するに保険証ではなく、あくまでも資格確認書なわけですよね。 

これがね、いつまで続くのかっていうのがちょっと疑問なんですね。 

私の個人的なことを言えば、マイナ保険証を作るつもりが全くないわけですよ。そ

うすると、ずっと資格確認書を保険証代わりにするのかと。 

その辺は、どう考えればいいのかをちょっと教えていただけますか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） まず、マイナ保険証をお持ちいただくことによ

ってメリットというものが、まず、あります。 

その点を押さえていただければなというふうに思うんですけど、ちょっと読み上げ

させていただきますと、従来の保険証で受診するよりも、医療費が 20 円初診料安く

なります。 

また、患者本人の同意によりまして、医師や薬剤師は過去の診療や薬の情報を共有

できますので、旅行先や災害時などでもよりよい医療を受けることができます。 

また、オンラインの資格確認によりまして、手続きなしで高額医療の限度額を超え

る窓口の支払いが免除されます。 

インターネットなどを通じまして、過去の薬剤情報や医療情報を閲覧することがで

きます。 

また、加入されている健康保険証が変わりましてもマイナンバーカードを健康保険

証として利用することができます。 

そういったメリットもございますので、12 月２日以降は、健康保険証というもの

自体がなくなります。 

それで資格確認書が健康保険証ではないのかですとか、そういったことにあたらず、

マイナンバーカードで医療受診するか、資格確認書で受診するかということになりま

すので、そういった点で医療受診していただけたらなというふうに思います。 

○議長（小原 仁君） 今、聞いてるのは、マイナ保険証を持ってないときに、確認

書がずっと継続していくのかどうなのかということです。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 資格確認書の有効期間なんですけれども、国保

の場合でいきますと、毎年所得に応じて負担割合とかが変わる関係で、１年間の有効

のものを８月から７月までという形で出させていただきます。 

ただ、期間が最大でも５年程度、当面の間は出してくださいというような国の通知

がありますので、その先についてはまだ具体的なものが来ておらず、最低でも５年間

は続くのかなというふうに考えております。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、メリットはわかりました。 

いろいろね、インターネットから見ると書いてありますしね、メリットはわかるん

ですよね。 

要するに、今の話だと５年間はとりあえず資格確認書でいくんだと、その後はまだ

わかんないっていう、今、総裁選やってて、マイナ保険証をどうするかみたいなそん
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な議論も出てくるかもしれないので、その辺もちょっと流動的なところはあるのかも

しれません。 

そこでですよ、メリットがあるんだと、今、参事おっしゃいましたけども、メリッ

トがあるんだったら、例えばですよ、枝幸の特養の方々は申請者がいないっていうこ

とですよね。メリットがあるんだったら申請させた方がいいんじゃないのっていう疑

問が出てくると思うんですけども、それはそれ、これはこれって、そういう考え方な

のかな。 

 あの、総務省からね、総務省かな、厚生労働省から、福祉施設支援団体の方向けマ

イナンバーカード取得マニュアルっていう、これ出てるんですけども、こういうのに

のっとって特養の方にマイナンバーカードを作って、マイナンバー保険証を作っても

らうという、そういう考え方はないということなのかな。 

特養の方は作らないで、資格確認書でやっていくと、そういう考え方なのか、そこ

をちょっとお伺いします。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 野口議員のご質問にお答えします。 

特養ですとかそういった介護施設の扱いなんですけれども、先ほど８割ぐらいのと

ころがそういった不安を感じているですとか、中にもありました。 

そういった中で、国においてその対応として、暗証番号を必要としない顔認証のみ

のマイナンバーカードを整備したりですとか、そういった面もございますが、特養の

方では、特にマイナカードを使わなくても、かかりつけ医として医療受診しているよ

うな状態でもありますので、そういったところで、継続、暗証番号の管理ですとか、

今後、当面の検討課題となっているようですが、引き続き現行の体制のまま対応して

いきたいというふうに聞いております。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。 

特養の方々が特養に入っている方々が、マイナ保険証について心配することはない

んだと、そういうことでいいですよね。 

それで、枝幸町で、トラブルのことなんですけども、枝幸町ではトラブルがそれほ

ど起こってないっていうように町長の答弁でもありますけども、このトラブルが起き

たときの担当部署、要するに、病院でおそらく受付のときにトラブルが発生するんだ

と思うんですけども、そのときの対応。 

先ほど、町長の方から担当者がっていうことだったんですけども、その辺のトラブ

ルの対応について、もうちょっと詳しく説明していただければと思います。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 野口議員のご質問にお答えいたします。 

 国の検討会議の部分におきまして、様々な事象ですとか、課題解決ということが議

論されておりまして、一番大きな点が、別人と紐付け誤りがあったというところがあ

りますが、当町においてはそのような事例が発生しておらず、全国でもその課題は、

今、解消されております。 

あと、マイナンバーカードの暗証番号忘れているですとか、そういった場合には医

療機関での目視モードというものがございまして、担当者が目視で操作することがで

きまして、医療受診ができるですとか、そういった課題解決策が出ておりますので、
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大きな混乱がないような形で、今、進められているというふうに考えております。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。 

 いずれにしましてもですね、マイナンバーカードを作らなくても、今後、十分に医

療が受けられるんだということが確認できましたので、その辺は、住民の皆さんも安

心していただけるのかなというふうに思います。 

それで、告知、周知の件ですけども、それは先ほど町長おっしゃられたとおりに、

広報ですとか、イオスですとか、そういったことでやられるのだと思いますけどもね、

結構、どうなんだろうって不安に思ってらっしゃる方が数多くいらっしゃいます。 

今日、このイオスでこの議会を見ていればわかりますけれども、見ておられない方

も大勢いらっしゃるのでね、その辺の周知をしっかりやっていただきたいというふう

に思いますので、そこを答弁していただいて、質問を終わりたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 野口議員のご質問にお答えします。 

周知の面では、先ほどおっしゃっていただいたような形で、広報えさしですとか、

ホームページそういった面を利用しまして、広く住民の方に周知を図っていきまして、

12 月２日以降も、マイナンバーカードをお持ちでなくても医療機関受診に問題がな

いということでいきたいと思います。 

実際、窓口におきましても、マイナンバーカードがないと医療受診ができないんで

はないかという不安な声を聞くこともございますので、丁寧に説明してまいりたいと

思います。 

 また、一点、マイナンバーカードに有効期限がございまして、実際医療かかるとき

に、その病院のところで有効期限が切れているですとか、そういった形になることも

あろうかと思います。 

３ヶ月程度前に有効期限切れっていう通知も届きますので、皆様には、ぜひ、その

マイナカードの有効期限を延長するような手続きも、お忘れなくやっていただきたい

なというふうに思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして野口議員の１問目の質問を終わります。 

 続きまして、５番野口洋郎議員の２問目の質問を許します。 

はい、５番野口議員。 

（５番野口洋郎君 登壇） 

○５番（野口洋郎君） ２問目の質問に移ります。 

街の美化について、町長にお伺いします。 

北幸公園からバスターミナルまでの町道に花が植えられるようになり、今年も綺麗

に咲いている花々に住民の方々からも大変好評を得ています。 

今後も、この取り組みを続けていただきたいと思いますが、町として今後どのよう

に展開していく考えを持っているのか伺います。 

一方で、こちらも町の主要道路である道道 1069 号線、これ旧の国道ですが、につ

いては、今年も雑草が生い茂り大変残念な景観になっています。 

以前、この件については、道道、この旧国道ですが、これは道道なので北海道の管

理になっており、宗谷総合振興局と話し合って除草等の維持管理に努めたいというこ



- 16 - 

 

とでしたが、生活しているのは枝幸の町民です。町として関わることができないので

しょうか。 

常盤通りは綺麗になったが、こちらは全然だという住民の声を多く聞きます。 

今後、町として何か手立てを考えているのか伺います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 野口議員のご質問にお答えします。 

まず、北幸公園からバスターミナルまでの町道常磐町線の花壇植栽は、沿道におけ

る良好な生活環境の保全を目的に、住民が参加するまちづくりとして令和４年度より

実施しております。 

今年度は、去る６月７日から 20 日間の日程で、町内の各団体や認定こども園の園

児の皆さんなど、10 団体、延べ 150 人の方が幅広く参加され、約 3,500 株の花で道

路沿線に季節の彩りを添えることができました。 

この事業では、子供たちから高齢者、町内の団体ボランティアなど参加していただ

くことで、住民同士の触れ合いやコミュニケーションが活性化され、心の健康づくり

に寄与することも期待しております。 

こうしたことから、今後も、道路沿線の植栽や綺麗な街並みづくりは、地域住民、

皆さんのアイディアや協力によって継続的に取り組みたいと考えており、ボランティ

ア団体や住民グループの立ち上げなど、新たな動きがあれば、事業拡大について検討

してまいります。 

次に、議員ご指摘の道道ウエンナイ幌内保線、ウエンナイ川から市街地に向かう沿

道の維持管理につきましては、北海道で除草作業を委託により実施しております。町

といたしましても、北海道に対しまして、適切な維持管理について毎年要望している

ところで徐々にではありますが、環境改善に努めていただいているところであります。 

今後とも、沿道の景観を含めた維持管理はもとより、道路整備の促進について要請

を行っていく所存であります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 町長おっしゃるとおり、令和４年からこの運動が始まりまし

てですね、非常に良いことだというふうに思っています。 

今年も、私ども議員会も参加しまして、植樹っていうか花を植えました。一時期、

ちょっと雑草が生い茂ってどうなることかと思いましたけど、非常に、今、綺麗な状

態になっていてよかったなというふうに思ってます。 

で、あの、令和４年のですね６月の議会で、この件について、他の植樹帯について

はどう考えているのかという質問をしましたところ、建設課長の方から、今年度の、

令和４年当時ですね、「今年度の取り組みをモデルケースとして今後検証し、他の箇

所の整備に繋げていきたい。」という答弁がありました。「市街地の植樹帯は、全部

で 38 ヶ所あるんです。」っていう、そんな答弁もいただいておりまして、この植樹

帯 38 ヶ所っていうのは、これは、道道はやっぱり含まれてないのかっていうところ
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を、ちょっと、まずお聞きしたいんですけども。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） 令和４年度の私の答弁で、植樹桝の箇所数 38 ヶ所とい

うご答弁をさせ、言ったかなと思うんですけれども。こちらにつきましてはですね、

主要幹線道路の４路線、梅ヶ枝町線、本町線、常盤町線、興浜通線ということで、そ

ちらの方のことのことを言っておりまして、常磐町線の方がですね、既に現在やって

いるところがですね 42 ヶ所ございます。 

その他のですね、本町線、梅ヶ枝町線などを含めますと 12 ヶ所ということになり

まして、当時、私 38 ヶ所とご説明したかもしれませんが、正確には、そのような町

道のみの個数になっておりまして、道道の方は個数には入ってございません。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかりました。 

それで、町長おっしゃられたとおりに、道道なので町の力及ばないというところが

あると思うんですけどね。建設課長は、モデルケースとして今後も反映していきたい

という、そういうお話をしていました。 

結局ですね、植樹帯がある地先の住民というか、そういう方々の協力っていうのは

欠かせないっていうふうに思うんですよね。 

道道なので町でやれないのであれば、やはり住民の方を巻き込んで、そういう運動

を起こしていかなければならないっていうふうに思うんです。 

そこでね、町として、町内会ですとか地先の住民の方々を巻き込むような手立てを

仕掛けていかなければ、あそこはずっと雑草が生えっぱなしの残念な景観になってし

まうっていうふうに思うんですよね。 

その辺、何か考えがあるのかないのか、そこをちょっとお伺いしたいんですが。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

まず、モデル事業ということで、常磐町線の花壇整備を行っておりますけれども、

今年は 10 団体 150 人ということで参加いただいてます。 

昨年はですね、実は同じ 10 団体なんですけれども、人数で言いますと 170 人とい

うことで、実は、今年 20 人ほど減っている状況でございます。 

それで、周知方法につきましては、広報誌でありましたり、あとは町のホームペー

ジでしたりということで、ぜひ参加、そういう方がいらっしゃいませんかということ

で、ボランティアを募集しておりますけれども、今年につきましてはですね、なかな

か桝に対しての人数が集まらなくてですね、もう最後の最後でやっとギリギリ埋まっ

た状況でして、そういうところでですね、町といたしましても、いろいろと策を練り

ながら募集はしているんですけれども、なかなか、その賛同していただけるですね団

体が少ないというところで、今まだモデルケースの状況ですけども、今これを検証し

てですね、この先もっと、そういういろいろなボランティア団体のアイディアですと

か、その他にそういう参加いただける方がありましたらですね、また他の路線という

ことで考えていきたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 
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○５番（野口洋郎君） 以前も町長と議論したことがあるんですけども、ボランティ

アでやるっていうのは、やっぱり限界があるんだというような話をさせていただきま

したよね。 

それで、多分募集ボランティアを募集しますっていうような周知をしてもおそらく

集まらない。今までも集まらないんだから今後も多分集まらないでしょう。そういう

ことだよね、だから、やっぱり違う仕掛けが必要なんだというふうに思います。 

常盤通りがね若干人数減ったということですけども、これって、綺麗になってるっ

ていうのは、住民の皆さん、町民の皆さんもわかっているわけで、私ども議員として

鷹栖町に視察に行きましたけども、あそこは町の花がありましてね、それがびっしり

道路を埋めてるんですね、どこの道路行ってもその花が綺麗に咲き誇ってるっていう、

そういうようなところを見ると、我が町もあんなふうになればいいなっていうふうに

思うんですよね。 

やっぱり仕掛けを作らないと、ボランティアを募集してやろうっていうことではな

かなか難しいのではないかなというふうに思っています。 

もうそこの部分をちょっと考えていただけるのかどうか、そこだけを答弁していた

だければ。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまの野口議員のご質問にお答えいたします。 

町での仕掛け作りというのは、なかなか、鷹栖町ですか、視察に行かれて大変綺麗

だったということで伺って、私もですね出かけたときはですね、ちょっといろいろな

町を通りますので、道路の植樹桝ですとか、そういうお花をですね見て綺麗だなと思

うところもございます。 

それで、なかなか、そのですね町の方が主導で仕掛けていくっていうのは、なかな

か難しいような気もしておりまして、ただ植えるだけですとですね、ちょっと花をお

渡しして植えるってことは可能かもしれませんが、今、常盤町線もそうなんですけれ

ども、植えた後のですね維持管理というのは当然出てくることでありまして、例えば

雑草取りですとか、あとは、今年につきましては、ちょっと花の育成が悪かったので

追肥を行っております。 

花のシーズンが終われば、花の除去をしてまた土を戻してあげる、春先にまた耕し

てあげる、そういうところはですね、ちょっと、今、町の方でやっていただいて、や

らせていただいてるんですけれども、それをこうですね、今の段階で、いろいろなと

ころをこうやっていくとですね、なかなか今の状況では、町の方で主導してやるとい

うところまでは、ちょっと、今、考えにくい状況で思っております。 

以上であります。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 令和４年に花壇の整備を始めてね、その前までは、あそこだ

って雑草がひどかったんですよ。 

特に北幸公園のところの三角地帯の大きな花壇が何個かありますけど、あそこも、

ものすごい雑草で何とかならないのかっていうような話をして、ようやくここまで来

たんですね。 

結局、これはボランティアがやったんではなくて、町の仕掛けとしてやってるんで

すよね。町が、やっぱお金を使ってやってるんです。 



- 19 - 

 

これは、結局そういうことなんですよ。何かを始めないと結果が生まれない。 

今の常磐線がすごく綺麗になっているのは、やっぱり、あのとき町として仕掛けを

作って、こうやってやりましょうということでやって、今、２年後、こういうふうに

こんなに綺麗になってるっていうことなんですよね。 

だから、ここは知恵の絞りどころだと思います。町としてやるの難しいって頭から

言ってしまえば、それはできないでしょう。ただ、もっと考えてね、何か私もいろい

ろ考えますけども、考えて一緒にこう、やっていける道を探っていこうではないかと

いうような提案をしてこの質問は終わりたいと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい。これをもちまして、野口議員の一般質問を終わります。 

 それでは、ちょうど１時間ほど経ちましたので、11 時 15 分まで休憩に入りたいと

思います。 

休憩 午前１１時０１分 

再開 午前１１時１５分 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして、会議を再開いたします。 

それでは、４番徳保喜幸議員の質問を許します。 

はい、４番徳保議員。 

（４番徳保喜幸君 登壇） 

○４番（徳保喜幸君） 4 番徳保です。通告に従いまして質問をさせていただきます。 

こころが結ぶ安心介護のまち。 

これは、枝幸町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の基本目標の一つでありま

す。 

昨年６月定例会においても、この問題においては町長と議論をさせていただきまし

た。 

そのときのご答弁どおり、昨年年末には、今後の介護老人福祉施設のあり方につい

て、中長期整備基本方針が示されております。また、令和６年度町政執行方針におい

ても、重点政策として、介護老人福祉施設の整備推進が示されております。 

昨年も確認させていただいておりますが、将来も住み慣れた枝幸町で住み続けたい

と望む人が８割もいる中にあって、枝幸町にその施設がないことで住み続けることが

できず、当町を離れる方が増えている現状にあると考えます。 

町政執行方針にもあるとおり、多くの課題を抱えている現実もあるということであ

りますが、対応する施設整備はまさに喫緊の問題であると強く訴えさせていただきま

す。 

そこで、中長期整備計画基本方針に示されている具体的な対応の案であるグループ

ホームなどの町外事業者の誘致、ケアハウス又はサ高住などの整備について、また、

特養の特例入所制度の運用について、現状の状況について伺います。 

また、地域包括ケアシステム推進検討会議が既に解散されているようでありますが、

今後の当町の福祉・介護の推進にどのような成果があったか伺います。 

村上町政の現任期が残り１年半となっている中、歌翠園の改修工事の問題もあり、

来年度に向け予算編成への対応もある現状だと認識をしております。 

歌翠園は、枝幸町にとって重要な施設であると私も認識をしており、町としてもし

っかり支援をする必要性を認識しておりますが、枝幸町の人を大切にする施策も重要
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であると私は考えます。 

新たな福祉・介護施設への対応について、残りの任期中にどのように取り組むお考

えか、改めて町長の所見を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 徳保議員のご質問にお答えします。 

枝幸町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画では、こころが結ぶ安心介護のまち

を基本目標の一つとして、その基本施策では、介護保険サービスの充実を図るものと

しております。 

介護老人福祉施設のあり方については、様々なご意見を伺ったうえで、令和５年度

において中長期整備基本方針を定め、基本的な方向性や具体的な対応策を整理したと

ころであります。 

１点目のグループホームなど町外事業者の誘致、ケアハウス又はサービス付き高齢

者向け住宅などの整備につきましては、担当において、町外介護施設の視察により、

事業者から設立経過や運営状況、課題などの聞き取りを行い、情報収集に努めている

ほか、庁舎内の政策調整会議などで検討を行っております。 

将来的な介護人材の安定確保が大きな懸案事項となる中で、持続的な運営が可能と

なる介護施設や町外事業者誘致条件などの課題を整理し、引き続き実現可能な対応を

進めてまいります。 

２点目の特例入所は、やむを得ない事情により居宅での生活が著しく困難である要

介護２以下の方について、特別養護老人ホームへの、特別養護老人ホームへ特例的に

入所を認める制度となりますが、歌翠園では、入所当初は要介護２以下であった方が

２名おりましたが、現在は介護度が上がり、枝幸苑及び歌翠園ともに要介護３以上の

方のみで、ほぼ満床の状況となっております。 

次に、地域包括ケアシステム推進検討会議での成果でありますが、令和４年８月に

地域住民や事業関係者、社会福祉協議会、民生委員など 16 名の委員構成で設置し、

本年７月まで都合 10 回の会議を開催しております。 

検討会議では、当町における介護保険事業の現状把握と課題の共有により、関係者

間の規範的統合を図りながら、介護サービス事業全般や病院機能再編、福祉会の状況、

日常生活支援体制整備、介護施設整備基本方針など幅広い項目を議題として、それぞ

れの立場から様々なご意見を賜り、町政に反映させております。 

今年度は、施設老朽化により入所者の安全対策が求められていた歌翠園について、

歌登福祉会において大規模改修の基本設計が行われており、その他にも、町外介護事

業所の視察、歌登地区における配食サービスの実施、地域づくり講演会の開催、地域

おこし協力隊員の活用などが行われているところです。 

最後に、今後の対応については、高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画や介護老

人福祉施設中長期整備基本方針に沿った施策の着実な推進に繋げてまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい再質問させていただきます。 
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これ、歌登診療所老健の廃止、それから枝幸病院の療養病棟の廃止などによるとこ

ろが大きいわけですけども、枝幸町の福祉介護施設のですね、収容人員数というのが、

この南宗谷の位置にあってですね、枝幸町の立ち位置として、これ、ぜひ町長に聞き

たいんですけども、南宗谷の中の枝幸町として、近隣町よりもキャパシティが少ない

100 床しか持ってないということをですね、まず、どのようにお考えか、町長のお考

えをお聞きしたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） これまでもいろんな形でですね、今回の計画策定の中でも、

いろいろ町の現状というものを認識していただきながら、枝幸町としての、今、南宗

谷における枝幸町のそういった老人福祉施設の立ち位置というところでございますが、

現状、これまでは、そういった基本的に特養 100 床というものを中心にですね、そこ

から特養に、その介護度の関係で入所基準に合わない方は、過去には老健なり、ある

いは病院の療養病床ということで。 

ただ、徐々にですね、やはりこの枝幸町としての高齢者人口というところもですね、

本当に急激に、特に昨年なんか、やっぱり、死亡された方が特出した形の数字で現れ

たというところもあってですね、元々こういった計画策定の段階で将来を見据えてっ

ていうところの人口も、計画の中では確か令和７年ぐらいの数字を入れて、それがも

う令和７年のよりも前倒しかかってるっていうか、人口の減り方がですね。 

ですから、非常にこれは単に高齢者ばかりでなく、町全体の人口が軒並み減ってる

ということの中ではですね、非常に厳しい状況だなと思ってますが、そういう中で、

私どもとしても、いろいろ手を尽くしながらですね、特に直近の中では、療養病床を

一時休床という形にしても、大きなね、住民不安というのは起きない中で、何とかか

んとか、こういった形で過ぎてますけども、そういう中で方向性としてというところ

では、すいません、ケアハウス、あるいは、また、サ高住とかっていうところがです

ね急がれる。 

これはもう、徳保議員からご質問されるまでもなく、その必要性は認識しているも

ののですね、なかなか社会全体が、やっぱり働き方、働き手の不足ということの中で、

あるいはまた、そこをどういう形でその運営主体をですね、お願いするかというとこ

ろも、これはもう本当に難しい問題でありまして、とりあえず、できることからとい

うことの中では、いろいろ組み立てた中で順番に今取り組みを重ねているところです

が、今後ともですね、そういうところは、いろいろ手を尽くしながら順番にやってい

くっていうしか今のところ申し上げようがないんですけども。 

そういう面で、共々何か見て、いいお話があったらですね、私どもも、また情報提

供いただきたいと思いますし、なかなか、非常にあの難しい課題であるというふうに

思っております。 

ただ、これちょっと質問の趣旨とちょっとずれますけども、どっちにしても、お年

寄りが元気で枝幸町で暮らしていただけるというためにはですね、やっぱりいろんな

面で、一方で、やっぱり元気で暮らしていただくためにですね、健康寿命伸ばしてい

くためのいろんな、例えば保健活動の充実っていうのはですね、そこはそこで、また、

そういった面でのマンパワーが必要ですから、そういう面では、今いろんな面で将来

に向けて栄養士の確保、あるいは、また保健師の確保というところでですね、そうい

う面で、一方では、やっぱり元気で暮らしていくためのそういった取り組みっていう
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のもしっかりやっていきたいと思ってますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、様々な介護人材が果たしているのかどうかというよう

な問題等ですね、難しい状況にあるということは私も認識をしておりますけども。 

町長の今の答弁で、冒頭の方で、おそらく枝幸町も、20 年、あと 20 年ぐらい経つ

と、そんなに高齢者人口がいなくなって、今の特養 100 床で間に合ってしまうのかも

しれないような現状が来てしまうのかもしれませんけども、現状、今の高齢者の方が

在宅で介護することができず、町外の施設を求めて出てるっていう人が、やっぱり少

なからずいるんだろうと、そのために、その人口減少に拍車がかかっているという現

状があるんだというふうに私は認識しますんで、この問題というのは、もう本当に一

刻も早く取り組まなければならないということですけども。 

ただ、たまたま、今、私と村上町長とがこのような議論をしておりますけども、こ

の問題は、枝幸町が、この地域にとっては旧町時代からしっかり準備をしてこなかっ

たツケがですね、今の現実としてあるんだというふうに私も思っております。 

この、新町ですから、合併後のことしか議論しできないのかもしれませんけども、

なぜこの枝幸町がですね、この超高齢化時代を予測できたのにも関わらず、これまで

この問題に対応してこなかったっていうのは、町長も３期目ということでもう 10 年

間調整を担っておりますんで、なぜこれまでできてこなかったのかということを、ま

ず、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 確かに、言えば隣町にあるようなですね、その施設が枝幸町

にはないという、あるいは、また、そういうものを求めて、その都市へというところ、

これはある面で、そこが、仮に枝幸町としてどんどんどんどんそういった施設を造れ

ばですね、取り組んでくれば抑えられたのかなというところはですね、なかなか今と

して、やっぱりおっしゃるとおり、私どもとしても反省しなきゃならないところかも

しれません。 

ただ、なかなかですね、やっぱり新枝幸町になって、もうまもなく 20 年、少なく

とも、今、町長となって 11 年ということなんですけども、私も、その前に実は助役、

副町長としてもありましたから、そういうことからすれば、新町になって、今、19

年というのは、まさにそのね、町の中枢でしっかりとまたいろんな面で関わってきた

というところもあれば、その間、ここが、やっぱり、ちょっとそこだけを、今、徳保

議員のおっしゃるところだけをですねすれば、これまでのその 19 年間ということの

中ではですね、やはり一方でその産業基盤というところは、私もね、特にこの 11 年

間しっかりと力を入れてきた。 

これが、今、そういうことの中で、やっぱり１次産業の従事者というものはですね、

しっかりまた確保されているというところもありますんで、その人口減少が、ただ、

その老人福祉施設のね、一部そういったところの取り組みが欠けてたから、どんどん

どんどん減ってたというところもですね、ちょっと厳しいお考えなのかなというふう

にも思っておりますんで、いろんな面で、やっぱり総合的な、その、まちづくり政策

全般の中でですね、確かにそういうところは遅れてたって言えば遅れてましたけども、

そこをまた今、超高齢化社会になってですね、全く手付かずということではありませ

んので、今後も引き続きしっかりその行政の継続性という意味ではですね、私どもと
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しても取り組みを重ねてまいりたいと思ってますんで、どうかご理解をいただきたい。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、村上町政全般につきましては、私も村上町長を応援す

る議員の１人として、常にそういう立場にいるというふうに思っておりますので、町

長自体が全く何もしてこなかったなどということは、もう、つゆとも思ってないとい

う立場だということをまずご理解いただいて、いただきたいなというふうに思います。 

そこで、これまでの反省もというようなことで町長のご答弁もありましたけども、

過去のことを振り返ってもなかなか前に進まないと思います。 

現在、中長期計画に基づいた中で、グループホーム等への施設視察などにも伺って、

条件等も研究されている検討されているというようなご答弁が冒頭の答弁でありまし

たけども、その状況を踏まえて、どの程度のその期間といいますか、年次でそういっ

た計画が進んでいくと現在考えているのかについてですね、伺いたいなというふうに

思います。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 徳保議員のご質問にお答えします。 

町外施設の視察の関係ですが、こちらにつきましては、昨年定めました中長期整備

基本方針の具体的対応案に基づいて担当として対応させていただいておりますが、こ

れまでグループホーム２件、介護付き有料老人ホーム１件、ケアハウス２件、サービ

ス付き高齢者向け住宅の説明会１件という形で、いろいろ現場の声ですとか、実情を

お聞きさせていただいております。 

聞いた中では、いずれの法人につきましても、人材確保が最大の課題となっており

まして、特に施設管理者などの人材は流動的で入れ替わりが大きいということで伺っ

ておりました。また、苫前町のホームでは外国人材を確保している法人などもありま

したが、視察した月から２ユニット 18 人を、１ユニットの９人として縮小するなど、

そういった影響が出始めているかなというところです。 

また、物価高騰ですとか、建設資材の高騰などもありまして、新たな施設整備には

課題が大きいというふうになってきているのが実情ということであります。 

ただ、ケアハウスなんですけれども、美深町の施設ですとか見させていただきまし

た。 

そういった中では、外部の介護サービスを使うという中で施設が運営されていると

いうことがあり、職員の人数的には少なくできるんですけれども、ホームヘルプサー

ビス事業所との兼ね合いなどもございますので、在宅に不安のある高齢者の方の住ま

いの一つとしてグループホームですとかのみならず、そういったものも考えていきた

いというふうには考えております。 

今後、もう少し私の方で調査を進めさせていただいて、理事者ですとか協議を進め

ながら進めていきたいと思っております。 

○議長（小原 仁君） はい、４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） もう少し時間をかけて協議をしていくということで、まだ具

体的な方向性までは行ってないということであるんだという、そういう現状だという

ふうに認識をしました。 

今年の春まで行っていたその地域包括ケアシステム検討会議が 10 回にわたって会

議が開かれて、介護福祉士部門につきまして全般にわたっての検討がされてきたとい
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うことでございました。 

私は、この検討会議が行われている間にですね、この方たちっていうのを委員に選

定された人たちっていうのは、まさに枝幸町の福祉・介護のですね現場で密接に関係

している人たちばっかりが集まってたんだろうというふうに思うんで、現在は、昨年

度制定された中長期計画に基づいて、基本方針に基づいて担当部局を中心に視察活動

をしているんだということでしたけども、昨年あたりにこのケアシステム検討会議の

メンバーを伴ってですね先進地視察などをするというお考えがあれば、もっと加速で

きたんじゃないかなっていうような思いがあるんですけども、その時点では、そうい

うご計画を考えるということはなかったということですか。 

○議長（小原 仁君） はい、保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 徳保議員のご質問にお答えいたします。 

令和４年度にこの地域包括ケアシステム推進検討会議というものを立ち上げさせて

いただきまして、昨年度、中長期整備基本方針を定めさせていただいたところです。 

そういった中では、特別養護老人ホームの扱いをどうすべきかですとか、そういっ

た中で、常呂にあります病院併設の特養を検討会議の委員で見に行く方針ですとか、

そういったことも示して検討させていただいたところではあったんですが、町の方針

が具体的に決まらない中で、それを見ても、なかなか次に繋がらないではないかとい

うようなご意見などもいただいた中で、委員全体による視察が叶わなかったという経

過にございます。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、まず、なぜこういう問いかけをするかというと、井の

中の蛙と申しますか、やっぱり外に出ていろんな見聞を広める、広めることによって、

それによって事業展開が近道になるように私は考えております。 

かつて、枝幸町でも、私ずっと社会教育の現場にいて、サッカー場の建設を町にも

う 10 年 15 年の期間ですね呼びかけていたんですけども、さっぱり動かなかったのが、

議会が視察に行っていただいたということで、もう、急に速度が早まって建設できた

というようなことを結構経験をしてるもんですから、こういう施設整備についても、

やっぱり、いろんなところをやっぱり見て研究をするということが大事かなというふ

うに思いを持っているもんですから、そういうことをお聞きしております。 

今後も、様々な施設見学等をしながら、また、福祉法人などとの検討も接触もして

いくんだというふうなことだと思いますけども。 

今の時点で言える、例えば２年後にできるとか、３年後に計画できますよというよ

うなところまではいってないという捉えでよろしいですか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 現段階におきましては、まだ、そこまで何年に

という具体的なものまでは定まっておりませんが、どういったものが枝幸の町で対応

が可能なものなのかですとか、そういった検討を進めている段階にあろうかと思って

おりますので、また、そういったものができましたときには、改めて議会の皆様、議

員の皆様にも相談させていただきまして、その対応を図っていきたいというふうに考

えておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） 実は、この件については、私、老健廃止のときから含めます
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と、３回ここで議論させていただいておりますけども、今お聞きしますと、まだ、２

年、３年後までもさえわからないということであれば、もう当然、現町長の任期は終

了してしまうというようなこともありますんで、本件につきましては、これ以上、こ

の問題に触れてもどうしようもないのかなというような思いがありますけれども。 

現状も、その施設を求めて枝幸を離れる、住み慣れた枝幸町に住んでいたいという

考えのある方でさえも、その中間施設がないばっかりに離れてしまうという方がいる

ということですから、できることであれば、早期にですね計画を進めていただけるよ

うに要望を申し上げまして、この質問については終わります。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、徳保議員の１問目の質問を終わります。 

続きまして、４番徳保議員の２問目の質問を許します。 

４番徳保議員。 

（４番徳保喜幸君 登壇） 

○４番（徳保喜幸君） 通告に従い、２問目の質問をさせていただきます。 

ふるさと納税財源の有効活用。 

ふるさと納税により、全国の皆様から枝幸町に対してふるさと納税による貴重な財

源が、関係職員の各種のご努力もあり、令和５年度は 13 億円を超える納付があり、

経費を差し引いた約５億 9,000 万円がふるさと未来応援基金に積み立て得られており

ます。一方、令和５年度の基金活用額は、約２億 6,000 万円であるとされております。 

昨年は、制度改正による駆け込みの納付があり、これまでより増額となったのかも

しれませんが、毎年のように枝幸町に納付される全国の皆様のお心には、感謝を申し

上げたいと考えます。また、枝幸町を応援してくださる貴重な関係人口であるとも申

し上げたいと思います。 

ふるさと未来応援金残高は、令和５年度ふるさと未来応援基金残高はですね、これ

抜けてました。令和５年度決算額で約８億 2,000 万円であり、ある、失礼しました、

であります。 

令和５年度の基金活用額を見ますと、まちづくり応援事業としては約２億 2,000 万

円の活用がありますが、子育て・教育応援事業には 840 万しか使われていません。 

私は、納付される方にとって貴重な資金を、ふるさと納税として枝幸町に納付いた

だいている皆様のお気持ちをに応えるためには、しっかりと有効活用すべきではない

かと思います。 

寄附額区分として、子育て・教育応援事業として指定した寄附金が、ここ３年程度

で良いので寄附額を教えていただきたいのと、ふるさと未来応援基金の中でしっかり

区別されているのか、そうであれば、また、その金額について確認させていただきま

す。 

子育て・教育応援事業に対しての納付に対し、枝幸町の子どもたちのために、さら

に積極的な有効活用を検討する必要があるのではないかと考えますが、町長の所見を

伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 徳保議員のご質問にお答えします。 

ふるさと納税制度は、生まれ育ったふるさとに貢献できる制度、自分の意思で応援
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したい自治体を選ぶことができる制度として、平成 20 年度に創設され、当町では、

平成 27 年から地域の活性化を図るため、制度による寄附者への返礼を行ってきてお

り、以降、全国の皆様から多くの寄附金をいただいております。 

また、ご寄附をいただく際、まちづく応援事業、福祉・医療応援事業と子育て・教

育応援事業の３区分により寄附を受けており、ふるさと未来応援基金の残高は、令和

５年度末現在８億 2,217 万 5,000 円となっております。そのうち、子育て・教育応

援事業としては３億 1,774 万 3,000 円でございます。 

ご質問の子育て教育応援事業の寄附額から返礼品など諸経費を除いた当町が活用で

きる額は、直近３ヶ年で申し上げますと、令和３年度が 2,237 万 6,000 円、令和４

年度が 7,923 万 7,000 円、令和５年度は１億 6,723 万 6,000 円と、令和５年度に多

額のご寄附をいただいております。 

基金活用の基本的な考え方としては、寄附の性質上、経常的な経費への活用を極力

抑え、臨時的な経費として有効活用を図っております。また、寄附の運用は、当該年

度を受けたものは、一旦、基金に積み、翌年度以降の取り崩しにより、各事業へ充当

しております。 

したがいまして、令和５年度は、想定以上の多額のご寄附をいただきましたが、本

年度の予算には、決算前のこともあり、活用財源として大きく反映することはできま

せんでした。 

基本的な考え方を念頭に、次年度以降、有効活用を図ってまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） ちょっと、再質問をさせていただきます。 

令和５年度は、子育て教育事業への指定寄附金が４億 4,000 万であったとのことで

した。必要経費を引くとおよそ１億ちょっと。ちょっと町長の答弁を聞き漏らしちゃ

ってたもんですから、ちょっと数字が違うかもしれませんけど、１億 8,000 万くらい

かなというふうに思いますけども、子育て教育事業指定ということで基金に積み立て

られているのかなというふうに思っております。また、令和４年度は、寄付金額が１

億 9,800 万で、8,600 万ほどが基金に積み立てられているということでした。 

本年の予算でも６億ほどの納付を見込んでいるんだというふうに考えますけども、

昨年の金額まではいかないにしてもですね、今後も１億円弱ぐらいの財源というのが、

子育て教育事業として、ふるさと未来、あの、ふるさと納税として入ってくるんだろ

うなというふうに私はちょっと考えております。これは非常に大きな財源だというふ

うに思います。 

活用、今、町長の答弁では、その経常的な費用には使う考えはなく、臨時的な事業

に対して活用していくんだというお考えのようですけども、総務省が発表している資

料で各市町村の活用事例など出ておりますけども、その中では、これ北海道ですね、

上士幌町などは、10 年間保育料の完全無償化などをしているというような地域もあ

るようです。 

前回の、保育料のことだけ考えますと、枝幸町での保育費の収入額っていうのは、

昨年度の決算では 1,430 万ということだと思いますんで、10 年間やっても１億

4,300 万ということになるのかなというふうに思います。また、前回の定例会で、６
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月定例会で議論がありました高校生までの医療費無料化につきましても、年間 1,670

万かかるというようなお話がありました。 

あれもこれもということは決してないのかもしれませんし、様々な考え方があって

経常的な経費には使わないんだという考えでありますけれども、考えようによっては

いろんな政策展開ができるんじゃないかというふうに私は考えますけれども、それが

応援をしてくださって寄付をいただく方の気持ちに応えることではないのかなという

ふうに思うんですけども、その活用に対する考え方についても、もう少しお聞きをし

たいなというふうに思います。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 最初の答弁で申し上げましたけども、そのふるさと納税には、

なかなかちょっと不安定なところもありますから、その年にいただいたものは１回基

金に積み立てて、そして翌年に以降にですね、そこを使わせていただこうというとこ

ろでございますが、これ、昨年はご存知のように、その前年の倍以上、しかも、また、

その制度の改正のですね、そういった節目で、９月までに、９月ひと月の確か寄附額

っていうのは、もう前年の額を上回ってしまったと、その結果が 13 億何がしという

ところなんで、そこを受けて、非常に枝幸町としても、確かに担当レベルも頑張った

結果がそういうことになったんですけど、大きくはやっぱり制度改正ということの中

でですね、そのことで非常にですね、いただいたものが今後も安定していただけるか、

特に北海道的に言えば、遠く私どもとしては、もうかけ離れたような百数十億という

団体が四つもありますしね。 

そういうところも、全国的な流れの中で、今、ふるさと納税のその格差ってのが生

まれてるわけですよ。 

たくさんいただいたところ、逆に、都市からは住民税が田舎の方に寄附された方に

回ってしまうというところで、減ってしまうというところでですね、そういったこと

の中で、いろいろと、これ将来とも安定した財源になるのかというところはですね、

かなり疑問な面もあります。 

ですから、ただ、しっかりと今までいただいた積み立ててるものはですね現に残っ

てるわけですから、そういうことの中で、一部、寄附者のですね思いというのが、果

たして生かされてないっていうところもあるのかどうなのかというところもあります

んでね。 

これも先ほどの答弁で、来年度以降の中でですね、しっかりとまた、そういった活

用についてはですね、少し考えなきゃならん時期にあるのかなというふうに思ってま

すんで、そういう面では、いろいろと課題もたくさんありますけども。 

今年も、少なくとも、もう、今、８月終わって、大体、既にこの実績の中で、いわ

ゆる４分の１ぐらい、25%ぐらい対前年比落ちてますんでね、非常にそういった面で

は、このふるさと納税も、いろいろ枝幸町ばかりではなく全国のその自治体にとって、

これから大きな、まさにそういうことの中で、また、今、国のね、今秋 11 月以降の

政府の体制が、どういう形で、今、新しい総裁・総理のもとでですね新年度に向かっ

ていくわけですから、そういったところをしっかりとまた見極めながら、私どもとし

ても、次年度の予算編成に向かっていきたいというふうに思ってますので、よろしく

お願いします。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 
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○４番（徳保喜幸君） 今、ふるさと納税の収入については非常に不安定な要素があ

ると、だから１回は基金に積んでその翌年度以降に活用を考えていくんだということ

で、昨年積み立てられました部分につきましても今年度まだ決算されてなかったとい

うことで、今年の予算には反映できなかったという冒頭の答弁のがありましたけども、

来年度以降しっかりと今積まれている８億いくらの基金をどのように活用するかとい

うことは、これから秋にかけて、町長または職員の方々がしっかりと考えていただけ

なければならない部分かなというふうにも思っております。 

そんな中で、やっぱり言い換えると、今、クラウドファンディングがあちこちでい

ろんな活用されております。 

あれは、こんな事業をするから応援してくださいって言った資金を集めて、集めた

けども、集まって、それをやっぱり計画変更しました、使えませんでは、これなんか

詐欺みたいな状態だと思うんですね。 

ふるさと納税についても、枝幸町でも結構な費用の宣伝費とかをかけてですね、や

ってて、応援してくださった基金が入ってきているんだというふうに思いますんで、

やっぱり目に見える形でしっかりと活用するということが重要かなというふうに思い

ます。 

先ほども申し上げましたけれども、考えようによっては、今ある基金を使ってでも

ですね、保育料の無償化であるとか、医療費の高校生までの無料化っていうのはでき

ない金額ではないと思いますんで、そこら辺しっかり検討していただきたいなという

ふうに思います。 

もうちょっと踏み込んだ質問も、教育関係ということもあるんで通告はしておりま

せんでしたけども、教育長の考えを聞きたいなというふうに思ってたんですけども、

時間がないようですので、これだけ申し上げまして、この質問は終わりにします。 

○議長（小原 仁君） それでは、徳保議員の一般質問を終わります。 

それでは、もう時間もないようでございますので、昼食のために休憩に入りたいと

思います。再開は１時からでございますので、よろしくお願いいたします。 

それで休憩に入ります。 

休憩 午前１１時５８分 

再開 午後 １時００分 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして会議を再開いたします。 

午前に引き続き一般質問を続けます。６番小林正浩議員の質問を許します。 

はい。６番小林議員。 

（６番小林正浩君 登壇） 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。通告に従いまして質問させていただきます。 

高校生への新型コロナワクチン助成。 

道内で新型コロナウイルスが再流行の兆しを見せています。 

札幌市内の下水道に含まれるコロナウイルス濃度が８月上旬に過去最高値を記録し、

医療機関では感染者の来院が急増しています。 

感染が拡大するほど高齢者や基礎疾患のある人は重症化のリスクが増加します。 

専門家によると、新型コロナは、昨年５月から感染法上の位置付けが季節性インフ

ルエンザと同じ５類となりましたが、重症化リスクの高さなどを考えれば、コロナは

明らかにインフル一般的な風邪とは異なる病気であると警戒を呼びかけています。 
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このことを踏まえて質問します。枝幸町は新型コロナワクチン助成として、10 月

１日より０歳から就学前の子供に１万 7,000 円の全額補助、小学生には１万 3,500

円の補助、高校生は助成なしとしています。以前から、小・中・高で感染が拡大する

と、その家族への感染が広がると報告されています。 

高校生の家族は、小・中学生の家族より高齢であると考えられますので、重症化の

リスクは高いと思われますし、進学や就職への影響を考慮すれば、希望する高校生に

コロナワクチンの助成が必要と私は思いますが、町長の所信を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 小林議員のご質問にお答えします。 

当町での新型コロナウイルスのワクチン接種は、令和３年５月から主に集団接種に

より対応を開始し、町民皆さんのご協力をいただきながら進めてまいりました。 

これまで、新型コロナウイルスの感染力は強まりながらも弱毒化し、昨年５月、感

染症法上では５類へ移行し、その後、予防接種法でもＢ類疾病に位置づけられ、とも

に季節性インフルエンザと同様の取り扱いとなり、定期接種の対象者は 65 歳以上の

高齢者等と定められました。 

このワクチン接種は、個人の発病又は重症化予防のために実施されることから、当

町では、同じＢ類疾病の季節性インフルエンザや、これまで実施している他のワクチ

ン接種への助成制度との整合性を図り、中学生まで対象を拡大して実施することとし

ております。 

ご質問の高校生までの助成拡大は、今後の町内での接種動向を把握しながら状況を

見極めてまいりますが、どの年代でも、新型コロナウイルス感染症の予防は、マスク

の着用、手洗いや手指消毒、換気などが重要となりますので、町民皆さんへの適切な

周知に努めてまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

まず再質問に入る前に、当町の新型コロナワクチン助成について、私個人的には非

常に評価しています。というのは、先ほども言いましたが、０歳から就学前に１万

7000 円、これは国の助成額なしで当町の助成ということで、プラス、小中学生に１

万 3,500 円、これも国の助成なし当町の助成ということで、この政策に対しては非常

に評価するところであります。 

それでなんですが、これ、ここにかかる財源はどこから持ってくるのか、それと、

この就学前から小・中学生までにこの１万 7,000 円と１万 3,500 円の助成に対して、

どれぐらいの金額がかかると今予想しているのか、それを教えていただきたいと思い

ます。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） ただいまの小林議員の質問にお答えします。お答

えします。今回のこの補助事業につきましては、補正予算の方に計上させていただい

て、今後審議していただくことになっておりあります。 
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○議長（小原 仁君） 財源はどこからですか。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） すいません、一般財源の方からになります。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 重ねて聞くんですが、この０歳から小中学生までに、いくら

ぐらいの金額がかかると算定してるんでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） はい、ただいまの質問にお答えします。 

補正予算上は、コロナのワクチン自体はおそらく１割程度、乳幼児とか小・中学生

は１割程度の接種と見込みまして、今の段階で補正を上げさせていただく金額としま

しては、乳幼児に関しましては 51 万円、それから小・中学生につきましては 59 万

4,000 円を見込んでおります。 

なお、もし接種が大幅に増加した場合につきましてはさらに補正を考えていきたい

と思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

金額的には、合わせて 100 万ちょっとぐらいの金額っていうことで理解しました。 

先ほどの町長の答弁では、他のワクチン助成と枝幸町がしている助成を考えると高

校生にはしていないということで、今回にも、今回も高校生にはしないっていう方向

なのだということを理解するんですが、先ほど何回も繰り返し言っていますが、高校

生の家族、例えばおじいちゃんおばあちゃんがいたとすると、非常にね、高齢ですし、

そこに基礎疾患があったとしたら、非常に危険な状況じゃないかなというふうに私は

思うんですよね。 

そこんと、この答弁が抜けてたと思うんですが、その辺はどういうふうにお考えな

ってますか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） ただいまの小林議員の質問にお答えいたします。 

高齢者にとっては、やはり重症化する可能性がある病気であることは間違いないの

で、家庭内においては、高齢者の重症化予防としてのワクチン接種を推奨します。 

ただし、高校生ですとか家族の方に関しましては、予防接種をすることは重症化を

予防するという目的になりますので、感染対策としては家族の中でやはり感染させな

いように、今までどおり換気ですとか、体調が悪いときには、接するときにはマスク

をするですとか、そういったような対策をとっていただくことを推奨したいと思って

います。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 言ってることはすごい理解できるんですが、今までもそうで

したし、今回のこのコロナワクチンが、無症状化が多い症状があまり出ないと、先ほ

ど町長も言ってましたけど、重篤化しないっていう傾向が今はあるということなんで

すが、それでも、やはり高齢者の方々はコロナに感染して亡くなる事例っていうのが

間違いなくありますよね。 

だから、その辺の危機感というのは枝幸町として持っているのかどうかということ

が私が聞きたいことなんですが、その辺に関してはどうですか。 
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○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） はい。ただいまの質問にお答えいたします。 

高齢者に関しては、やはりハイリスク者であるということは十分承知しております。 

ですので、例えば特別養護老人ホームですとか、集団で生活されている高齢者の方

に関しましては、今後も予防接種などを推奨していきたいと思っております。 

なお、家庭内の感染におきましては、やはり、あの感染の状況などを町民の皆さん

にもお知らせしながら、今、やはり、きちっと、そこと対策をとっていただきたいと

きには、タイムリーな情報を流していくなど対応していきたいと思っております。 

○議長（小原 仁君） はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） わかりました。保健福祉課としての対応としてはそれで構わ

ないのかなと思うんですが、子育て政策としてですね、やはり受験とか就職とかって

いうことで、かなり微妙な時期にある高校３年生に対しては、コロナのワクチンが受

診してもらうのが必要だというふうに思うんですが、子育ての立場でどうでしょうか

ね。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまの小林議員のご質問にお答えします。 

子育て政策としてというご質問でございますが、基本的には、保健福祉課参事が言

ったような対応で考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ということは、あれですか、町民課長としては、就職とか受

験とか、そういうことに関しては、当町としては考えなくてもいいんじゃないかって

いう、そういう、端的に言えばそういうことでいいんでしょうかね。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えします。 

先ほど町長から答弁ありましたように、高校生の拡大助成については、「今後、町

内での接種動向を把握しながら状況を見極めてまいります」という町長答弁がありま

したので、今の現段階で私が答えられるのは、保健福祉課参事が言ったような感染対

策を施していただきながら、動向を見極めた上でですね、という判断になろうかと思

いますので、そういった答弁になります。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 町長の答弁にあって聞いてたんですが、感染して、感染が広

がってからワクチンを打っても仕方がないと思うんですよね。やはりワクチンという

のは、感染する前に打つものだと思うんで、ですから、その辺のことはどういうふう

にお考えになっているのかなと思います。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） はい、ただいまの質問にお答えいたします。 

高校生に関しましては、こちらのワクチン、コロナのワクチン自体は、まず 65 歳

以上の高齢者と重症化の可能性がある疾患を持っている 60 から 64 歳の方というふう

に国で決まっておりました。 

そこの形だけを見ても、国の方では 7,000 円という自己負担を考えて国の方は発出 
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してきていたので、そこに対して、まだちょっとだいぶ高いなというところもありま

して、町の方で助成を検討してきたのがこの助成制度の始まりでした。 

そこから拡大をして考えていったときに、元々乳幼児に関しましては、全部の、ほ

とんど全部の予防接種が無料で受けれてるという制度がある、それから小・中学生に

関しましてはインフルエンザの方で既に助成を始めていたっていうことなどから、こ

のような拡大の傾向として考えてきた次第です。 

昨年度の秋・冬、最後の７回目のワクチンのときには、実は高校生３名しか接種が

なかったんです。 

そこで、やはり、いろいろな実績なども考慮した結果、今年度このような形で実施

させていただいて、また、感染の状況、それからニーズを確認した上で検討していく

のが妥当かなというふうに思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 昨年度の実績が３名ということですよね、それでも３名の方

が必要とされたわけですよね。そのことって非常に大事だと思うんですよね。 

先ほどから質問の中でも言ってましたが、インフルエンザのワクチン助成が中学生

までだっていうことは理解するんですが、専門家の方も言ってますけれど、季節性イ

ンフルエンザとコロナは一緒にしちゃ駄目だという意見が多いと大きいと思うんです

ね。その辺のことも考慮したら、当然、高校生まで、特に３名だったら１万 3,500 円

助成だったら 4 万ぐらいでしょう。それぐらいの額はなんぼでも出せるんじゃないか

なというふうに思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（植村由佳君） はい、ただいまの質問にお答えいたします。 

高校生、確かにどのぐらいニーズがあるかというのは把握はできていないところは

あるんですけれども、やはり、例えば受験ですとか就職の活動ですとかっていうとき

に、コロナだけじゃなくて、やはりいろんな感染症に感染する可能性があると思うん

ですよね。なので、このワクチンの助成をしたからといって、そこに対しての対策が

できるというふうにもなかなか難しいかなと思いますので、やはり、全般的な感染対

策をきっちり取っていただけるように周知していくことの方が大切かなというふうに

考えております。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） これ以上質問しても、埒があかないんで、ここで止めます。

はい。 

○議長（小原 仁君） それでは、小林議員の一般質問を終わります。 

 

◎日程第６ 同意第５号 

○議長（小原 仁君） それでは、日程第６ 同意第５号 枝幸町自治功労者表彰に

ついてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 同意第５号 枝幸町自治功労者の表彰について、内容の説明
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をさせていただきます。 

提案の理由でございますが、本年度の自治功労者として２名の方を表彰いたしたく、

今回同意をお願いするものでございます。 

それでは、議案書１ページをお開きください。 

同意第５号 枝幸町自治功労者の表彰について。 

次の者を令和６年度枝幸町自治功労者として表彰したいので、枝幸町自治功労者表

彰条例第２条の規定により議会の同意を求める。 

令和６年９月 10 日提出 枝幸町長。 

最初に、条例第２条第１項第６号の民生委員児童委員としての功績に該当する方々

で、西野久仁子氏、同じく池田早苗氏でございます。 

お二方の住所並びに生年月日につきましては、議案に記載のとおりでございます。

また、功績の概要等につきましては、議案関係参考資料の１ページから２ページに記

載しておりますので、参考にしていただきたいと存じます。 

なお、提案にあたりましては、令和６年８月 26 日に開催されました枝幸町表彰審

議委員会の審議を経て提案させていただいておりますので、本年度の自治功労者表彰

の該当者としてご同意くださいますよう、よろしくご審議のほどお願い申し上げまし

て、説明に代えさせていただきます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

２名一括提案でありますので、２名の方々についての質疑を行います。質疑ありま

せんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

人事案件でありますので、会議規則等運用例規程第 50 条の規定により、討論を省

略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。討論を省略いたします。 

これより採決に移りますが、提案あった２名の方々につきましては、過日の枝幸町

表彰審議委員会において、その功績について十分な審議がなされた方々であります。 

議会運営委員会において協議された結果、２名の方々を一括して挙手により採決し

たいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、採決方法は２名の方々を一括して挙手により採決することに決定され

ました。 

これより同意第５号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

ただいま提案されました２名の方々につきましては、提案のとおり同意することに

賛成の方は挙手を願います。 

（賛成者挙手） 

○議長（小原 仁君） はい、挙手多数と認めます。 

したがって、同意第５号 枝幸町自治功労者の表彰については、原案のとおり、西

野久仁子氏、池田早苗氏の２名の方々を同意することに決定されました。 
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◎日程第７ 同意第６号 

○議長（小原 仁君） 日程第７ 同意第６号 人権擁護委員の候補者の推薦につい

てを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

はい、村上町長 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 同意第６号 人権擁護委員の候補者の推薦について。 

次の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３

項の規定により、議会の意見を求める。 

令和６年９月 10 日提出 枝幸町長。 

提案の趣旨でございますが、現在、当町における人権擁護委員におきましては、５

名の方が任命されており、町民の基本的人権擁護のためにご尽力いただいているとこ

ろです。 

人権擁護委員のうち中村正吉氏が任期満了となり、旭川地方法務局長より後任とな

る候補者の推薦を求められていることから、中村氏を再任といたしたく、人権擁護委

員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求めるものであります。 

参考資料の３ページをお開き願います。 

中村氏におかれましては、枝幸漁業協同組合職員として約 42 年間、宗谷管内さ

け・ます増殖事業協会に約６年間勤務され、その豊かな知識と経験を生かしながら、

人権擁護委員として平成 27 年 10 月に任命を受けて以来、現在までご活躍されている

ところであります。 

人格、識見ともに豊かであり、かつ、人権擁護委員として適任者であると認められ

ることから、再度、推薦するものでありますので、ぜひともご同意くださいますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

人事案件でありますので、会議規則等運用例規程第 50 条の規定により、討論を省

略したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。討論を省略いたします。 

 これより同意第６号についてを採決いたします。 

採決の方法については、人事案件でありますので、議会運営委員会において協議さ

れた結果により、挙手により採決したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、採決方法は、挙手により採決することに決定されました。 

お諮りいたします。同意第６号については、原案のとおり同意することに賛成の方

は挙手を願います。 

（賛成者挙手） 

○議長（小原 仁君） はい。挙手多数と認めます。 

したがって、同意第６号 人権擁護委員の候補の推薦については、原案のとおり、

中村正吉氏を同意することに決定されました。 
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◎日程第８ 陳情第５号 ～ 日程第１１ 陳情第８号 

○議長（小原 仁君） 日程第９ 意見案第２号 国土強靱化に資する社会資本整備

等に関する意見書を議題といたします。 

本案の提出者は、田口修三議員、賛成者は、小林正浩議員、村上守義議員より提出

されています。提出者であります田口修三議員より、登壇のうえ説明を求めます。 

９番田口議員。 

（９番田口修三君 登壇） 

○９番（田口修三君） 日程第８ 陳情第５号 母（王乖彦）が中国で不法に逮捕さ

れている件に関する陳情、日程第９ 陳情第６号 国立病院の機能強化を求める陳情

書、日程第 10 号 陳情第７号 政府の責任で、医療・介護施設への支援を拡充して

すべてのケア労働者の賃上げや人員増を求める陳情書、日程第 11  陳情第８号 

2025 年度地方財政の充実・強化を求める陳情書を議題といたします。 

これらの陳情は、議長宛てに提出のあった陳情書であります。内容は、お手元に配

付いたしました陳情文書表のとおりであります。 

本陳情の取り扱いについては、議会運営委員会で協議され、全議員に資料配布とし

て処理したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、陳情第５号、陳情第６号、陳情第７号、陳情第８号については、全員

に資料配付のことといたします。 

なお、本陳情に賛同のある場合は、意見書等をもって提案願いたいと思います。 

 

◎日程第１２ 意見案第２号 

○議長（小原 仁君） 日程第 12 意見案第２号 国土強靱化に資する社会資本整

備等に関する意見書を議題といたします。 

本案の提出者は、秋川祥雄議員、賛成者は、小林正浩議員、石川 勝議員により提

出されています。 

提出者でありあります秋川祥雄議員より、登壇のうえ説明を求めます。 

11 番秋川議員。 

（11 番秋川祥雄君 登壇） 

○11 番（秋川祥雄君）  意見案第２号 国土強靱化に資する社会資本整備等に関す

る意見書。 

国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書を、別紙のとおり、枝幸町議会

会議規則第 14 条の規定により提出する。 

令和６年９月 10 日提出 提出者 枝幸町議会議員秋川祥雄、賛成者 枝幸町議会

議員小林正浩、賛成者 枝幸町議会議員石川 勝。 

それでは、朗読をもって説明させていただきます。 

国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書案。 

北海道は、豊かで美しい自然環境に恵まれ、広大な大地と海に育まれた豊富で新鮮

な魚の食を強みに、我が国の食料基地を担うとともに、特有の歴史・文化や気候風土

などを有しており、これらの独自性や優位性を生かしながら、将来にわたって持続可
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能な活力ある北海道の実現を目指している。 

しかしながら、本道の道路を取り巻く環境は、高規格道路におけるミッシングリン

クをはじめ、自然災害に伴う交通障害幹線道路や通学路における交通事故、道路施設

の老朽化など、多くの課題を抱えている。 

これらの課題を解消し、食や観光に関する地域が持つ潜在力を最大限発揮させるた

めには、平常時・災害時を問わない安定した物流や、広域周遊観光を支える道路ネッ

トワークが必要不可欠である。 

加えて、積雪寒冷地である本道では、安定した排除、排除雪体制の確保など、冬季

間の住民の安全・安心を確保することが必要である。そのため、地方財政が依然とし

て厳しく、また資材価格の高騰や賃金水準の上昇に対応する中でも、道路整備・管理

に必要な予算を安定的に確保することが重要である。 

よって、国においては、本年発生した能登半島地震や切迫する日本海溝・千島海溝

沿いの巨大地震を踏まえ、高規格道路から市町村道に至る道路網の整備や老朽化対策

など、国土強靱化の取り組みをより一層推進するため、次の事項について特段の措置

を講ずるよう強く要望する。 

記 

１ 賃金水準の上昇なども加味した上で、山積する道路整備の課題に対応していく

ため、新たな財源の創設及び必要な予算を確保すること。 

２ 防災・減災・国土強靱化のための５ヶ年加速化対策の推進はもとより、その後

も切れ目なく継続的・安定的に取組を進めるため、国土強靱化実施中期計画を令和６

年度内に早朝に策定し、必要な予算・財源を別枠で確保すること 

３ 人流、物流の活性化に向けた高規格道路におけるミッシングリンクの解消や、

高規格道路と直轄国道の連携によるダブルネットワークの構築、暫定２車線区間の４

車線化や耐震補強等の機能強化など、国土強靱化に資する災害に強い道路ネットワー

クの整備を推進すること。 

４ 国土強靭化の事業計画等に基づく橋梁、トンネル等の老朽化対策を推進し、予

防保全による道路メンテナンスへ早期に移行するため、維持管理・更新事業に必要な

技術的支援の拡充や予算を長期安定的に確保すること。また、近年の異常気象により、

積雪寒冷地においては、凍結融解の繰り返しによる舗装の損傷が著しいことから、こ

れに対応する制度創設や財政支援の充実強化を図ること。 

５ 地域の安全な暮らしや経済活動を支える基盤づくりのため、冬期交通における

安全性の確保、通学路などの交通安全対策、無電柱化の推進など、道路の整備や管理

の充実を図ること。 

６ 冬季における円滑な交通確保のため、除排雪に必要な予算を確保するとともに、

老朽化が進行している除雪機械等の計画的な更新・増強が可能となるよう財政支援を

強化すること。 

７ 維持管理に活用可能な交付金制度を創設するとともに、都市公園、下水道、公

営住宅、港湾など公共施設の長寿命化について、すべての管理施設の点検や診断、補

修、更新が交付対象となるよう採択要件を緩和するなど、地方負担の軽減を図ること。 

８ 災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のため、北海道開発局及び開発建設部の人

員体制の充実・強化を図ること。 

以上、地方自治法第 99 条の規定により提出する。 
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令和６年９月 北海道枝幸町議会 

提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、国土交通

大臣、国土強靭化担当大臣。以上であります。 

どうか、よろしくお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。討論を省略いたします。 

これより意見案第２号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

本意見案については、原案のとおり、採決すること、採択することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、意見案第２号 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書は、

採択することに決定されました。 

後ほど意見書を関係機関へ提出いたします。 

 

◎日程第１３ 承認第１０号 

○議長（小原 仁君） 日程第 13 承認第 10 号 専決処分の承認を求めることにつ

いてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書３ページでございます。 

承認第 10 号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第

３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

令和６年９月 10 日提出 枝幸町長。 

処分事項でございます。専決処分の内容は、令和６年度枝幸町一般会計補正予算、

専決処分年月日は、令和６年７月２日、専決処分の理由は、議会を招集する時間的余

裕がなかったためでございます。 

続いて、専決処分書でございます。地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会

を招集する時間的余裕がないと認め、次のとおり専決処分する。 

令和６年７月２日 枝幸町長。 

令和６年度枝幸町一般会計補正予算。令和６年度枝幸町一般会計補正予算第２号は、

別紙に定めるところによる。 

別冊、令和６年度一般会計補正予算書第２号の１ページをお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 7,600 万円
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を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 127 億 5,448 万 4,000 円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

今回の補正予算につきましては、国の経済対策として、令和５年度に実施した住民

税非課税給付等の対象から外れ、令和６年度で新たに住民税非課税等となる低所得者

への支援給付と定額減税しきれないと見込まれる方への調整給付を行うものでござい

ます。 

それでは、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。10 ページを

お開き願います。歳入でございます。 

15 款国庫支出金、２項国庫補助金は 7,600 万円の増額で、物価高騰対応重点支援

地方創生臨時交付金でございます。 

以上、下段の歳入合計は、補正前の額 126 億 7,848 万 4,000 円に対し、7,600 万

円を増額し、127 億 5,448 万 4,000 円とするものでございます。歳入は以上です。 

続いて、歳出でございます。14 ページをお開きください。 

２款総務費、１項総務管理費は 7,600 万円の増額で、内容は 15 ページ、電力・ガ

ス・食料品等価格高騰重点支援給付金給付事業でございます。18 節以外は、給付に

かかる事務費となります。給付金としては、18 節の負担金補助及び交付金として

7,150 万円。内訳は、令和５年度の給付金を受けていない方で、令和６年度住民税均

等割の非課税者のみで構成される世帯及び所得割が課されていない者のみで構成され

る世帯の世帯主の方１世帯当たり 10 万円の 250 世帯分、その他の世帯で 18 歳以下

の児童がいる場合、子ども加算分として１人当たり５万円の 30 人分、また、調整給

付として、定額減税可能額が減税税額を上回る、いわゆる減税しきれないと見込まれ

る所得税あるいは住民税の納税義務者の方 1,300 人分の 4,500 万円を見込んでおり

ます。 

以上、14 ページ下段の歳出合計は、補正前の額 126 億 7,848 万 4,000 円に対し、

7,600 万円を増額し、127 億 5,448 万 4,000 円とするものでございます。 

17 ページ以降の予算説明書につきましては、説明を省略させていただきます。 

以上、専決処分いたしました令和６年度枝幸町一般会計補正予算第２号の内容説明

とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって討論を省略いたします。 

これより承認第 10 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

本件については、承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 
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したがって、承認第 10 号 専決処分の承認を求めることについては、承認するこ

とに決定されました。 

 

◎日程第１４ 議案第４７号 

○議長（小原 仁君） 日程第 14 議案第 47 号 枝幸町行政手続きにおける特定の

個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個

人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書４ページでございます。 

議案第 47 号 枝幸町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部

を改正する条例について。 

枝幸町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

を次のとおり制定する。 

令和６年９月 10 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。本条例の改正につきましては、行政手続きにおけ

る特定の個人を識別するための番号等の利用に関する法律の一部改正の規定に基づき、

法律の施行期日を定める政令が令和６年５月 27 日に施行されたことに伴い、本条例

も法令の一部改正に準じて改正するものでございます。 

番号利用法の一部改正においては、情報提供ネットワークシステムを使用して、特

定個人情報の照会・提供の情報連携を行う事務、個人情報のことを、それぞれ、特定

個人番号利用事務、利用特定個人情報という用語で表記するように改正されておりま

す。また、別表第２に、情報ネットワークシステムを利用して情報照会を行う具体的

な事務手続きが廃止され、その内容が主務省令にて規定されることになりました。こ

のことにより、新規に情報連携を行う際に、番号利用法の改正が必要であったものが、

引き続き、主務省令にて情報連携を可能としております。 

改正条文の読み上げにつきましては省略させていただき、別冊の議案関係参考資料

により改正内容の説明をさせていただきます。別冊、議案関係参考資料の４ページを

お開き願います。 

本条例改正の説明にあたっては、改正条項を主に、字句の訂正・整理や法令の引用

規程及び条・項の追加・削除の整備などによる条・項・号の繰上げ・繰下げなどの改

正箇所の詳細説明については省略させていただきますので、ご了承願います。 

それでは、４ページ下段、４ページ上段、第１条、趣旨では、法第９条第２項の特

定番号利用事務と、法第 19 条第 11 号の利用、特定個人情報に関する事務手続きの整

理に伴い、文言の追加修正を行っております。その下、第２条、定義では、法令に基

づき、第１号、個人情報、第４号、特定個人ファイルを削除し、２号、３号、５号、

６号をそれぞれ繰り上げし、新たに、５号、特定個人番号利用事務、第 6 号、利用特

定個人情報の定義を追加しております。 

４ページ下段から５ページの第４条では、見出しを個人番号の利用に係る事務から
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利用範囲に文言を修正し、第１項では、法令第９条第２項に基づき、町が条例で定め

る個人番号を利用する具体的な事務、特定個人番号利用事務を別表第１に、また、特

定個人番号利用事務を処理するために利用する情報利用特定個人情報を別表に条文の

整理を行っております。また、５ページ中段の第３項では、町長、教育長、町長、す

みません、町長、教育委員会は、特定個人番号利用事務を処理するにあたり必要な限

度で自ら保有するものを利用できることについての条文の修正を行っております。 

５ページ下段の第５条、規則の委任については、文言の削除、修正を行っておりま

す。 

６ページ、６ページから７ページの別表第２、町長が行う重度心身障害者及びひと

り親家庭等の医療費の助成に関する事務についての特定個人情報に掲げる生活保護法、

地方税法、住民基本台帳法の各法への法律番号と制定年月日について、それぞれ追加

修正しております。 

最後に７ページ、附則では、番号利用法の施行期日を定める政令の施行期日と同日

の令和６年５月 27 日から適用することとしております。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 47 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、議案第 47 号 枝幸町行政手続きにおける特定個人を識別するための

番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１５ 議案第４８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 10 号 議案第 48 号 枝幸町港湾審議会の設置条例の

一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水産商工課長。 

（水産商工課長黒川勇人君 登壇） 

○水産商工課長（黒川勇人君） 議案書６ページをお開きください。 

議案第 48 号 枝幸町港湾審議会設置条例の一部を改正する条例について。枝幸町

港湾審議会設置条例の一部を改正する条例を次の通り制定する。 
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令和６年９月 10 日提出 枝幸町長。 

提案理由についてご説明申し上げます。本条例で定める委員の定数につきましては、

第２次行財政改革大綱前期実施計画に基づく各種委員の定数見直しに伴いまして、令

和６年度第１回定例会において、委員の定数を 10 名以内から８名以内に改めるため

の条例改正について議決をいただいております。 

しかしながら、昨年度に、枝幸港小型船溜り施設で利用席数が大幅に増加し、トラ

ブルが多発したことを受けまして、今年度から実施しております利用隻数の大幅な制

限などの運用変更の検証や、地方港湾枝幸港における今後の整備方針の方向性など、

港湾利用者の幅広い意見をより一層反映させる必要があるものと判断いたしまして、

委員定数を増員するための本条例の一部改正についてご提案するものでございます。 

改正の内容につきましては、議案本文にてご説明申し上げますので、該当条文の全

文をご確認いただく、いただく場合には、別冊の議案関係参考資料８ページをご参照

願います。 

改めまして議案６ページをご覧願います。改正箇所につきましては、第３条で規定

いたします委員定数を８人以内から９人以内に改めるものでございます。 

附則といたしまして、この条例は公布の日から施行し、令和６年４月１日から適用

するものといたします。 

以上、大変雑駁でございますが、議案第 48 号の提案理由の説明とさせていただき

ます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 48 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 48 号 枝幸町港湾審議会設置条例の一部を改正する条例につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１６ 議案第４９号 

○議長（小原 仁君） 日程第 16 議案第 49 号 枝幸町国民健康保険条例の一部を

改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事宇佐美貴広君 登壇） 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 議案書の７ページをお開きください。 
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議案第 49 号 枝幸町国民健康保険条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町国民健康保険条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和６年９月 10 日提出 枝幸町長。 

提案理由のご説明を申し上げます。令和５年６月に、番号法等の一部を改正する法

律が国において公布となり、本年 12 月２日以降は、マイナンバーカードを健康保険

証として利用するマイナ保険証の仕組みが基本となります。この法改正により、現行

の健康保険証につきましては、本年 12 月２日以降は新規の発行が廃止となり、被保

険者には新たに資格確認書を発行するなど、取り扱いが変更になります。 

この度の国民健康保険条例の一部改正は、健康保険証の新規発行が廃止となります

ことから、国民健康保険税の滞納世帯が健康保険証の返還に応じない場合の罰則規定

を町条例から削除するものでございます。一部改正の内容につきましては、別冊の議

案関係参考資料によりご説明させていただきます。 

議案関係参考資料の９ページをご覧ください。第 11 条の罰則でございますが、は

じめに、国民健康保険法第９条の改正により対象となります。第９項の資格喪失によ

る届け出を第５項に改めるものでございます。次に、もしくは虚偽の届け出をした場

合又は第３項若しくは第４項の規定により、国民健康保険税を滞納している世帯主が

被保険者証の返還を求められて、これに応じない場合又は虚偽の届け出をした場合の

みに改め、健康保険証の廃止に伴い、滞納に伴う返還に関する規定を削除するもので

ございます。 

附則でございますが、施行期日、第１項、この条例は令和６年 12 月２日から施行

する。経過措置、第２項、この条例の施行日前の行為及び国の令和６年政令第 260 号

第９条の規定により、被保険者証の交付を受けている世帯主がこの条例の施行日以後

に国民健康保険税を納付しない場合における罰則の適用については、なお従前の例に

よるものとしてございます。 

以上、大変雑駁ではございますが、議案第 49 号の提案理由及び説明内容説明とさ

せていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 49 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 49 号 枝幸町国民健康保険条例の一部を改正する条例につい

ては、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第１７ 議案第５０号 

○議長（小原 仁君） 日程第 17 議案第 50 号 工事請負契約の変更についてを議

題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書８ページでございます。 

議案第 50 号 工事請負契約の変更について。 

令和６年５月 29 日議案第 37 号により、議決を得て締結した工事請負契約について、

一部を次のように変更したいので、議会の議決を求める。 

令和６年９月 10 日提出 枝幸町長。 

契約の変更内容についてご説明いたします。枝幸町デジタル防災行政無線整備事業

における契約金額３億 7,928 万円を３億 9,954 万 8,116 円に変更するものでござい

ます。変更となる契約金額は 2,026 万 8,116 円の増額となります。契約の目的、契

約の方法、履行期限及び契約の相手方については、変更はございません。 

契約金額の変更内容についてでございますが、議案関係参考資料 10 ページに概要

を記載してあります。 

この度の変更要因といたしましては２点ございまして、１点目が、町内をカバーす

る屋外拡声子局、いわゆる屋外スピーカーを 20 基で契約しておりましたが、音達試

験の結果、幸町の港湾付近のアナウンスが聞き取りにくいことが判明したため、１基

増設することで解消を図るためのものでございます。 

２点目が、スマートフォンなどに連動するアプリ連携機能を追加契約することによ

り、スマートフォンを携帯していることで、自宅、勤務場所、車中などでも屋外アナ

ウンスと同時に受信でき、確実な情報伝達を図るため、増額を行うためのものでござ

います。 

以上、大変簡単ではございますが、説明とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上で、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 50 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 50 号 工事請負契約の変更については、原案のとおり可決さ

れました。 
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それでは、ちょうど 1 時間ほど経ちましたので、14 時 15 分まで休憩したいと思い

ます。 

休憩 午後 ２時０１分 

再開 午後 ２時１５分 

 

◎日程第１８ 議案第５１号 

○議長（小原 仁君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

日程第 18 議案第 51 号 公有財産の取得についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

はい、教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） 議案第 51 号について、課長からの提案説明の前に、私か

らご説明とお詫びを申し上げます。 

本年度、教育委員会が購入しました町内小学校の教師用指導書につきましては、購

入金額が総額で 1,500 万円を超えていたにもかかわらず、財産の取得に係る議会の議

決を経ていなかったことが判明いたしました。本来、あってはならない大きなミスで

あり、深くお詫び申し上げます。 

教師用指導書は、単価が全国統一で決まっており、購入先は、現在、町内で 1 ヶ所

のため、随意契約で購入したものです。本定例会にて、公有財産の取得を追認いただ

きたく、議案を提出させていただいた次第です。今後は、二度とこのようなことが起

きないよう、二重三重の内部チェックと再発防止策を講じてまいります。 

誠に申し訳ございませんでした。 

○議長（小原 仁君） それでは、学校教育課長。 

（学校教育課長三浦淳史君 登壇） 

○学校教育課長（三浦淳史君） 議案書の９ページでございます。 

議案第 51 号 公有財産の取得について。 

公有財産の取得について、枝幸町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処

分に関する条例第３条の規定により、議会の議決（追認）を求める。 

令和６年９月 10 日提出 枝幸町長。 

１ 取得する財産、小学校教師用指導書指導用教材。 

２ 取得の方法、随意契約。 

３ 納入期限、前期、令和６年４月５日、後期、令和６年９月 13 日。 

取得金額 1,793 万 4,510 円、 

５ 取得の相手方、枝幸郡枝幸町北栄町 1474 番地、小竹調剤薬局、小竹美由紀。 

提案理由の説明を申し上げます。 

本件は、本年４月１日に契約し、購入した小学校教師用指導書、指導用教材購入の

価格が、議会の議決を必要とする 1,500 万円を超えていたにもかかわらず、議決を経

ていなかったため、追認をお願いするものであります。 

教師用指導書は、児童生徒の教科書が変わる概ね４年毎に、全国一律の価格で、販

売特約供給所が指定した教科書取扱店でのみ販売されるため、以前から随意契約によ

り購入しています。 

この度、追認をお願いするに至りました経緯としては、物価高騰や教材内容のデジ
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タル化の進展により単価が大幅に上昇したこと、町内の教科書取扱店が２事業所から

１事業所に減ったことによりまして、1,500 万円を超える契約金額となったにもかか

わらず、単価が固定された消耗品の随意契約であるため、これまでの事務手続きの経

験から、議会の議決を要するという意識が欠如していたことが原因であると重く受け

止め、深く反省しております。 

なお、本件が判明するに至った背景ですが、先月下旬、全国の自治体におきまして、

同様の事案が複数発生しているとの報報道があったため、本町の契約を確認したとこ

ろ、当町も失念していたことがわかった次第であります。 

今後は、事務処理年度の見直し、二重三重のチェック機能が働くように事務の改善

を図り、再発防止に努めてまいります。 

以上、大変簡単ではございますが、議案第 51 号の提案内容の説明とさせていただ

きますので、よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 51 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 51 号 公有財産の取得については、原案のとおり可決されま

した。 

 

◎日程第１９ 議案第５２号 

○議長（小原 仁君） 日程第 19 議案第 52 号 令和６年度枝幸町一般会計補正予

算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 10 ページでございます。 

議案第 52 号 令和６年度枝幸町一般会計補正予算について。 

令和６年度枝幸町一般会計補正予算第３号は、別紙に定めるところによる。 

令和６年９月 10 日提出 枝幸町長。 

別冊、令和６年度一般会計補正予算書第３号の１ページ目をお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億 6,575

万 9,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 129 億 2,024 万

3,000 円とする。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額
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並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

地方債の補正、第２条、地方債の変更は、第２表地方債補正による。 

４ページをお開き願います。第２表地方債の補正は、変更が３件ございまして、変

更内容は全て限度額のみで、起債の方法、利率償還の方法については、変更はござい

ません。１件目は辺地対策事業で、補正前限度額 7,030 万円を補正後限度額 8,080

万円に増額。２件目は過疎対策事業で、補正前限度額 13 億 5,800 万円を補正後限度

額 13 億 8,000 万円に増額するものでございます。３件目は臨時財政対策債で、補正

前限度額 1,160 万円を補正後限度額 1,150 万円に減額するもので、発行可能額の決

定に伴う減額でございます。 

今回の補正予算につきましては、歳入歳出では、新型コロナウイルスワクチン接種

の助成金として、予防接種経費等の増額や、過年度受けた国等支出金の精算のための

返納金の計上。また、各施設の修繕経費や、修繕経費の増額や、前年度繰越金の半額

を地方財政法の定めにより財政調整基金へ積み増しするなど提案させていただいてお

ります。 

歳入では、地方交付税交付額、地方特例交付金等の決定、繰越金額の確定に伴う予

算の計上をしておりまして、収支の調整を財政調整基金繰入金の増額で行っておりま

す。 

それでは、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。 

10 ページをお開きください。歳入でございます。 

10 款１項地方特例交付金は 1,231 万 1,000 円の交付額決定による増額。 

11 款１項地方交付税は 5,420 万 2,000 円の減額で、普通交付税の決定に伴う減額

でございます。 

13 款分担金及び負担金、２項負担金は 12 万 3,000 円の増額。 

15 款国庫支出金は 97 万円の減額。内訳は、１項国庫負担金が 100 万 5,000 円の

増額で、障害者自立支援給付費等負担金精算分の増額。２項国庫補助金が 197 万

5,000 円の減額で、主な内訳は、デジタル基盤改革支援補助金 855 万 9,000 円の減

額、新型コロナ定期接種ワクチン確保事業補助金 650 万 7,000 円の増額でございま

す。 

16 款道支出金、２項道補助金は 373 万円の減額、内訳は、主に林道整備事業補助

金 448 万円の減額でございます。 

17 款財産収入、２項財産売払収入は 906 万 8,000 円の増額、主に町有地売払収入

902 万 4,000 円の増額でございます。 

18 款１項寄附金は５万円の増額で、指定寄附金でございます。 

19 款１項繰入金は 5,451 万円の増額で、内訳は、財政調整基金繰入金 2,060 万

4,000 円、ふるさと未来応援基金繰入金 970 万 6,000 円、産業振興基金繰入金

2,420 万円それぞれ増額でございます。 

20 款１項繰越金は１億 1,619 万 9,000 円の増額。 

22 款１項町債は 3,240 万円の増額でございます。 

以上、下段の歳入合計は、補正前の額 127 億 5,448 万 4,000 円に対し、１億

6,575 万 9,000 円を増額し、129 億 2,024 万 3,000 円とするものでございます。歳

入は以上です。 

続いて歳出でございます。14 ページをお開きください。 
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２款総務費、１項総務管理費は 8,088 万円の増額。主なものが 15 ページ上から三

つ目、広報経費 310 万円、その下、職員住宅管理経費 430 万円、その下、町有財産

等管理経費 1,394 万 8,000 円をそれぞれ増額。一つおいて、情報システム標準化事

業 855 万 9,000 円の減額。17 ページ三つ目、基金管理費 5,815 万 1,000 円、その

下、情報通信基盤施設管理経費 833 万 2,000 円のそれぞれ増額でございます。 

18 ページです。３款民生費は 723 万 1,000 円の増額。内訳は、１項社会福祉費が

417 万 4,000 円の増額で、主なものは 19 ページ上、国民健康保険事業特別会計繰出

金 124 万 5,000 円、中ほど、老人保護措置事業 213 万円のそれぞれ増額でございま

す。18 ページに戻りまして、２項児童福祉費は 305 万 7,000 円の増額で、主なもの

は 19 ページ下、子ども・子育て支援事業 243 万 4,000 円の増額でございます。 

22 ページになります。４款衛生費、１項保健衛生費は 1,043 万 6,000 円の増額で、

主なものは 23 ページ二つ目、予防接種経費 978 万 4,000 円の増額でございます。 

24 ページ、６款農林水産業費は 1,123 万 5,000 円の増額。内訳は、１項農業費が

200 万円の増額で畜産振興事務経費。２項林業費が 923 万 5,000 円の増額で、内訳

は、25 ページ二つ目、有害鳥獣駆除経費 162 万 7,000 円、その下、林道整備事業

150 万円、その下、作業道整備事業 610 万 8,000 円のそれぞれ増額でございます。 

26 ページです。７款１項商工費は 1,357 万 6,000 円の増額で、主なものは 27 ペ

ージ上、中小企業等活性化助成事業 429 万 3,000 円、その下、中小企業者等雇用促

進住宅建設支援事業 555 万 6,000 円、一つおいて、道の駅管理経費 107 万 5,000 円、

その下、保養施設等整備事業 254 万 2,000 円のそれぞれ増額でございます。 

28 ページ、８款土木費は 4,040 万円の増額。内訳は、１項道路橋梁費が 1,500 万

円の増額で除雪対策経費。３項港湾費が 2,420 万円の増額で港湾管理経費。４項都市

計画費が 120 万円の増額で下水道事業会計出資及び運営経費でございます。 

30 ページ、10 款教育費は 200 万 1,000 円の増額。内訳は、１項教育総務費が 100

万 1,000 円の増額で教育振興事務経費。２項小学校費が 100 万円の増額で小学校管

理経費でございます。 

以上、下段の歳出合計は、補正前の額 127 億 5,448 万 4,000 円に対し、１億

6,575 万 9,000 円を増額し、129 億 2,024 万 3,000 円とするものです。 

33 ページ以降の予算説明書につきましては説明を省略させていただきます。 

以上、令和６年度枝幸町一般会計補正予算第 3 号の内容説明とさせていただきます。 

なお、予算付属資料として、普通建設事業補正予算一覧表を添付しております。ま

た、８月末現在の建設工事等発注一覧表を参考資料として配付させていただきました

ので、併せてご参照ください。 

それでは、よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上を持ちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、２点ほど。 

15 ページの下の方ですね、行政情報システム管理経費で委託料が 1,336 万円減額

になり、同額がソフトウェア使用料というふうになっているんですが、これをちょっ

と説明していただきたいんですけども。 
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○議長（小原 仁君） 情報課長。 

○情報課長（荒関 健君） はい、ご質問にお答えいたします。 

この減額及び増額それぞれ 1,360 万ということなんですが、この経費につきまして

は、細節の横に記載ありますとおり、電話交換機の、役場の電話交換機の更新業務と

いうことで予算当初 3,160 万計上しておりました。そのうち、当初概算で要求したん

ですけど、中を精査したところ、ソフトウェア使用料という要素がありましたので、

この細節間での組み替えということで、今回、増額及び減額させていただいておりま

す。以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） ということは、要するにソフトウェアで組み替えた分、この

分だけは、こっちの委託料は浮いたんだというそういう考えかな。その分がソフトウ

ェアでできるんだよという、そういうことっていいですか。 

○議長（小原 仁君） 情報課長。 

○情報課長（荒関 健君） この電話交換機の内訳につきましては、まず、設定の作

業費とか人的な請負要素のある部分はそのまま残して、いわゆるソフトウェアのライ

センスの部分、利用料というかですね、ソフトウェアのライセンスの分だけ切り出し

て分けたということでございます。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。 

もう１点、27 ページのですね一番上、中小企業等活性化助成事業 429 万 3,000 円

の増額、これについてちょっと説明をお願いしたいんですが。 

○議長（小原 仁君） 水産商工課長。 

○水産商工課長（黒川勇人君） ただいまの野口議員のご質問にお答えさせていただ

きます。 

この度、429 万 3,000 円との増額をお願いしてございますが、内訳といたしまして

は、新卒者の正規雇用助成金、これどういったものかといいますと、新たに町内に住

所を有する場合新卒者がですね、雇用の日から１年経過した後、雇用の人数、人に対

して 30 万円乗じて年間 300 万円を限度にですね、３年間、事業所に交付するもので

ございます。 

こちらにつきましては、１事業所でこの度５名ですね申請上がるということで連絡

ありましたので、今回お願いしてございます。 

加えまして、もう１点が、創業者受入促進助成金というところで、これが 279 万

3,000 円の内訳となっておりまして、こちらにつきましては、町外で創業していた方

が、新たにですね町内に来て創業されるっていうのはこの助成金でありまして、こち

らが、先ほどの 279 万 3,000 円で、正規雇用の方が 150 万円ということで、合計で

429 万 3,000 円ということでございます。 

以上でございます。 

○５番（野口洋郎君） 了解です。わかりました。 

○議長（小原 仁君） はい、他にございませんか。 

はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。何点か質問させていただきます。 

まず 11 ページ繰入金の中で、ふるさと未来応援基金繰入金 970 万 6,000 円ありま
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すが、これがどのような支出になっているか説明をいただければ。 

○議長（小原 仁君） 財政課長。 

○財政課長（深井 信君） ただいまのご質問にお答えします。 

ふるさと未来応援基金の繰入金のところでございますが、財源として充当をかけて

いるところは、中小企業等活性化助成事業に対して、それが 420 万 6,000 円と、中

小企業等雇用促進建設の部分について、この２事業について充当をかけております。 

○６番（小林正浩君） わかりました。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。 

○６番（小林正浩君） はい、よろしいでしょうか。 

○議長（小原 仁君） はい、どうぞ。 

○６番（小林正浩君） 23 ページの予防接種経費ということで上がっているんです

が、これは、先ほどの財政課長の説明の中でコロナワクチンの助成ということだった

と思うんですが、これについては、私、全然、もう先ほどお話ししたんで問題ないん

ですが、関連でちょっとお聞きしたいんですが、消防の、消防じゃない、病院の看護

師さんとかお医者さんとか、消防職員とか、そういう方々のワクチンの助成というの

は、枝幸町では行っているでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（神尾尚人君） ただいまの小林議員のご質問にお答えします。 

今、言われた職種の方の助成はございません。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 感染拡大を防ぐためにも、そういうエッセンシャルワーカー

をとかって言いましたっけ、そういう方々の予防接種ってのは、これから考えるつも

りってのはありますでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えします。 

ワクチン接種も感染対策の一つでありますけども、それがなくてもですね、普段か

らそういう感染対策を行っておりますので、今のところは考えておりません。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） それで感染が拡大しなければいいんですが、それだけは、一

応ここで言っておきたいなと思います。 

次、よろしいでしょうか。 

○議長（小原 仁君） はい。 

○６番（小林正浩君） 25 ページ、有害鳥獣駆除経費ということで、まず、農林課

の職員の方々は、土曜・日曜関わらず早朝の時間外でも、クマの出没があると出てら

れるという姿を見てますんで、本当に感謝申し上げます。 

それで、この 162 万の中で、内訳は自動カメラとか箱わなを買われたということで、

箱わなは、今まで何台かあったかなと思うんですが、やはりあれなんでしょうかね、

野獣の臭いとかそういうのは、影響して使えなくなるとかということも考慮しないと

駄目だということなんでしょうね。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 
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○農林課長（髙瀨孝弘君） ただいまの質問にお答えします。 

臭い等はですね、洗車機でですね、十分洗浄してですね、次の捕獲に使うようにし

てます。 

今、現在ですね、２基保有しておりますが、熊もですね、大型化してきてるってい

うことで、もっと丈夫なですね、箱わなをですね、購入したいということで、今回

100 万円の予算を計上させていただいております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

ということは、今まで２基あって、１台合わせて全部で３基ということでよろしい

ですか。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君） ただいまのご質問にお答えします。 

ご指摘のとおり３台になるという予定となっております。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 大変、クマの出没が増えているということで、何て言ったら

いいんでしょう。町民の皆さんも、クマ慣れして、クマいたよって言うのを発見して

もいらっしゃらないっていう、通告しないっていう方もいらっしゃるというお話を伺

ってるんですね。 

それで３台の箱わなで、これからも十分やっていけるのかなという不安があるんで

すが、その点についていかがでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君） ただいまのご質問にお答えします。 

わな設置した場合ですね、それをきちんとですね管理しなければならないというの

も業務もありますんで、猟友会の皆さんも限られた人数ですので、概ねですね３台が、

今、管理できる限界なのかなと私は感じてますけども。 

まだまだヒグマ出没するような状況が続けばですね、更にですね、猟友会と検討し

て協議しながらですね、箱わなの増設などもですね、検討していきたいと考えており

ます。以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） わかりました。 

８月５日にクマ１頭を駆除したことによって、市街地には出没しなくなったという

事実はあると思うんですが、やはり町民の皆さんは、やっぱり、特にお年寄りの方々

は、やはり街の中、ちなみに私の家から 100 メーターちょっとぐらいのところに２ヶ

所ぐらい出てるっていう報告がありました。非常に不安に思っておられると思います。 

それでね、やっぱりバイパス沿いに電気柵とかを設けるような、そういう市街地に

入ってくれない対策っていうのを今後考えていけないものなんでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君） ただいまのご質問にお答えします。 

島牧村でやってる電牧で侵入を防ぐというような対策がとられていると承知してお

りますが、当町の場合ですね面積が広いということで、また、電牧張っただけじゃで

すね、なかなか下草刈ってですね、漏電防ぐだとかですね、設置費用などもコスト面
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もでですね、非常に負担が高くなるということでですね、その辺はですね、ケースバ

イケースになるかと思いますが、部分的にはですね、当課でも大した延長はないんで

すが電牧持ってますんで、そういった対応はできると思いますが、全町的にですね、

枝幸市街地廻すようなですね、電牧は、今のところですね、ちょっと現実的でないの

かなというふうに考えております。 

以上です。 

○６番（小林正浩君） わかりました。 

○議長（小原 仁君） はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 最後に 29 ページ、除雪対策経費として 1,500 万上がってま

すが、昨年もそうだったと思うんですが、やはりオペレーターの確保がなければ排雪

作業ができないということで、その辺のことを、今年、どういうような対策を考えて

おられたか、お聞きしたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

まず、今回の除雪委託料の補正の理由でございますが、除雪の委託料はですね、直

近５ヶ年の平均値で求めておりまして、当初予算では平成 30 年から令和４年度の平

均値を求めております。 

今回の変更の補正でございますが、５年度の実績が出ておりますので、令和元年か

ら令和５年の実績ということで予算に不足が生じ、1,500 万の補正をお願いするもの

でございます。 

ご質問にございましたオペレーターの確保というところでは、まだ入札で業者が決

まっておりませんが、毎年ですね、同じ業者さんが請け負っていただいておりますの

で、その辺はですね、今年もオペレーターの方を確保できているかという確認を取り

ながらですね、発注の方を進めたいと思っておりますので、ご理解をお願いしたいと

思います。 

以上です。 

○６番（小林正浩君） わかりました。質問終わります。 

○議長（小原 仁君） はい、他にございませんか。 

はい、それでは、他にないということでございますので、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 52 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 52 号 令和６年度枝幸町一般会計補正予算については、原案

のとおり可決されました。 

 

◎日程第２０ 議案第５３号 

○議長（小原 仁君） 日程第 20 議案第 53 号 令和６年度枝幸町国民健康保険事
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業特別会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事宇佐美貴広君 登壇） 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 議案書の 11 ページでございます。 

議案第 53 号 令和６年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算について。 

令和６年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算第１号は、別紙に定めるとこ

ろによる。 

令和６年９月 10 日提出 枝幸町長。 

別冊、令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算書第１号の１ページをお開き

ください。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 202 万

5,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 15 億 104 万 3,000 円と

する。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

それでは、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。10 ページを

お開きください。 

４款１項繰入金は 202 万 5,000 円の増額で、歳出、保健事業費の財源として、一

般会計繰入金のその他繰入金 124 万 5,000 円及び国民健康保険事業基金繰入金 78 万

円のそれぞれ増額でございます。 

以上、歳入合計は、補正前の額 14 億 9,901 万 8,000 円に対し、202 万 5,000 円

を増額し、計 15 億 104 万 3,000 円とするものでございます。 

次に歳出でございます。14 ページをお開き願います。 

５款１項保健事業費は、202 万 5,000 円の増額で、65 歳以上の国民健康保険加入

者のうち、住民税課税世帯に係る新型コロナワクチン予防接種助成として、自己負担

額を 3,500 円に軽減を図るもので、150 名分の所要見込み額でございます。 

以上、歳出合計は、補正前の額 14 億 9,901 万 8,000 円に対し、202 万 5,000 円

を増額し、計 15 億 104 万 3,000 円とするものでございます。 

以上、国民健康保険事業特別会計補正予算書第１号の説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 53 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 



- 53 - 

 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 53 号 令和６年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算

については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２１ 議案第５４号 

○議長（小原 仁君） 日程第 21 議案第 54 号 令和６年度枝幸町介護保険事業特

別会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の 12 ページでございます。 

議案第 54 号 令和６年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算について。 

令和６年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算第１号は、別紙に定めるところに

よる。 

令和６年９月 10 日提出 枝幸町長。 

それでは、別冊の令和６年度介護保険事業特別会計補正予算書第１号の１ページを

お開きください。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 1,937 万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億 871 万 3,000 円とする。第

２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

今回の補正の主なものは、歳入では、道支出金の精算交付、繰越金の精査、歳出で

は、介護給付費準備基金積立金の増額と、令和５年度事業清算に伴い、国・道支出金

等の過年度分返納金を増額するものでございます。 

補正の内容につきましては、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げま

す。事項別明細書の 10 ページをお開き願います。 

３款道支出金、１項道負担金は 182 万円を増額するもので、前年度介護給付費負担

金確定に伴う精算交付金でございます。７款１項繰越金は 1,755 万円を増額するもの

で、前年度繰越金でございます。 

下段の歳入合計では、補正前の額７億 8,934 万 3,000 円、補正額 1,937 万円の増

額、計８億 871 万 3,000 円とするものでございます。 

次に歳出でございますが、14 ページをお開きください。 

４款１項基金積立金 186 万 9,000 円を増額するもので、前年度繰越金の精査によ

る増額でございます。 

５款諸支出金、１項償還金は、1,751 万 1,000 円を増額するもので、内訳は、令和

５年度事業清算による国庫支出金２件、道支出金１件、支払基金交付金２件の合計５

件の返納金であります。 

下段の歳出合計では、補正前の額７億 8,934 万 3,000 円、補正額 1,937 万円の増

額、計８億 871 万 3,000 円とするものでございます。 

以上で介護保険事業特別会計補正予算書第１号の説明に代えさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上で本案に対する提案理由の説明が終わりました。 
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これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ございますか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 54 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 54 号 令和６年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程２２ 議案第５５号 

○議長（小原 仁君） 日程第 22 議案第 55 号 令和６年度枝幸町港湾整備事業特

別会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水産商工課長。 

（水産商工課長黒川勇人君 登壇） 

○水産商工課長（黒川勇人君） 議案書 13 ページをお開きください。 

議案第 55 号 令和６年度枝幸町港湾整備事業特別会計補正予算について。 

令和６年度枝幸町港湾整備事業特別会計補正予算第１号は、別紙に定めるところに

よる。 

令和６年９月 10 日提出 枝幸町長。 

別冊の補正予算処理に、補正予算書により、提案内容の説明をさせていただきます。

１ページをお開きください。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 2,420 万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 2,706 万円とする。第２項、歳入

歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

この度の補正につきましては、枝幸港の漁船保全修理施設に関するものでございま

して、漁船の上下架作業時に漁船を乗せて海側や岡側に移動させるための台車に付属

いたします台車連結棒や牽引棒、リフターテーブル敷設のレール、台車車輪のベアリ

ングなどが老朽化によりまして機能低下が進んでおりますことから、来年度にこれら

の交換を予定していたところでございますが、作業の安全性を確保するため、交換時

期の前倒しによる実施が必要と判断し、施設改良費用を指定管理者に負担するための

特別負担金の増額をお願いするものでございます。 

補正の内容につきましては、事項別明細書により補正額をもってご説明いたします。

10 ページをお開きください。歳入でございます。 

３款１項繰入金は補正額 2,420 万円の増額で、一般会計繰入金でございます。 

以上、歳入合計は、補正前の額 286 万円に対しまして、補正額 2,420 万円を追加
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し、2,706 万円とするものでございます。 

続いて 14 ページをお開きください。歳出でございます。 

１款１項港湾整備費は補正額 2,420 万円の増額で、内訳としましては、漁船保全修

理施設管理経費でございます。 

以上、歳出合計は、補正前の額 286 万円に対しまして、補正額 2,420 万円を追加

し、2,706 万円とするものでございます。 

以上、大変簡単ではございますが、議案第 55 号の提案内容の説明に代えさせてい

ただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

一応資料をいただいているんで、大体の内容はわかるんですけれど、これがどこの

港の、枝幸港の分ですか。 

○６番（小林正浩君） 水産商工課長。 

○水産商工課長（黒川勇人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

小林議員のおっしゃるとおり、枝幸の漁船のですね、上架施設の件でございます。 

以上でございます。 

○６番（小林正浩君） わかりました。 

○議長（小原 仁君） 他にございませんか。はい、他にないようでございますので、

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 55 号についてを採決いたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 55 号 令和６年度枝幸町港湾整備事業特別会計補正予算につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２３ 議案第５６号 

○議長（小原 仁君） 日程第 23 議案第 56 号 令和６年度枝幸町下水道事業会計

補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書 14 ページでございます。 

議案第 56 号 令和６年度枝幸町下水道事業会計補正予算について。 

令和６年度枝幸町下水道事業会計補正予算第２号は、別紙に定めるところによる。 
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令和６年９月 10 日提出 枝幸町長。 

別冊、令和６年度枝幸町下水道事業会計補正予算書２号、第２号の１ページをお開

き願います。 

今回の補正予算につきましては、収益的収支では、公共下水道事業において公設桝

等の補修の、公設桝等に補修の必要が生じたことから、修繕費の追加をお願いするも

のと、資本的収支では、公共下水道事業及び漁業集落排水施設事業において、新たに

汚水桝の設置が必要となる箇所が生じたことから、工事請負費の追加をお願いするも

のでございます。 

総則、第１条、令和６年度枝幸町下水道事業会計の補正予算第２号は、次に定める

ところによる。 

収益的収入及び支出、第２条、令和６年度枝幸町下水道事業会計予算第３条に定め

た収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。款の収入及び支出の補正予定

額は同額で、第１款公共下水道事業 40 万円の増額、収益的収入及び支出の合計は、

既決予定額５億 3,522 万 7,000 円に対し、40 万円を増額し、５億 3,562 万 7,000

円とするものでございます。 

２ページに参りまして、資本的収入及び支出、第３条、予算第４条本文括弧書き中、

不足する額１億 3,402 万 9,000 円は損益勘定留保資金１億 3,402 万 9,000 円で補填

を、不足する額１億 3,782 万 9,000 円は損益勘定留保資金１億 3,782 万 9,000 円で

補填に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

資本的収入、第３款漁業集落排水施設事業 80 万円の増額、資本的収入合計では、

既決予定額２億 2,704 万円に対し、80 万円を増額し、２億 2,784 万円とするもので

ございます。 

資本的支出、第１款公共下水道事業 360 万円の増額、第３款漁業集落排水施設事業

100 万円の増額、資本的支出合計では、既決予定額３億 6,106 万 9,000 円に対し、

460 万円を増額し、３億 6,566 万 9,000 円とするものでございます。 

次に５ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。補正の内容につ

きましては補正額をもってご説明を申し上げます。 

はじめに、収益的収入でございます。１款公共下水道事業収益、２項営業外収益が

40 万円の増額で、一般会計負担金でございます。 

６ページに参りまして、収益的支出でございます。１款公共下水道事業費用、１項

営業費用が 40 万円の増額で、管渠管理費における修繕費の増額でございます。収益

的収入及び支出は以上でございます。 

次に９ページをお開きください。資本的収入でございます。３款漁業集落排水施設

事業資本的収入、２項他会計出資金が 80 万円の増額で、一般会計出資金でございま

す。 

10 ページに参りまして、資本的支出でございます。１款公共下水道事業資本的支

出、１項建設改良費が 360 万円の増額、３款漁業集落排水施設事業資本的支出、１項

建設改良費が 100 万円の増額で、いずれも汚水桝設置工事の増額でございます。 

資本的収入及び支出は以上でございます。 

13 ページ以降は、予算説明書で資料として添付してございますので説明は省略さ

せていただきます。 

以上で、令和６年度枝幸町下水道事業会計補正予算書第２号の内容説明とさせてい
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ただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ございますか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ございませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 56 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 56 号 令和６年度枝幸町下水道事業会計補正予算については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２４ 認定第１号 ～ 日程３３ 認定第１０号 

○議長（小原 仁君） 日程第 24 認定第１号 令和令和５年度枝幸町一般会計歳

入歳出決算認定についてから、日程第 33 認定第 10 号 令和５年度枝幸町国民健康

保険病院事業会計決算認定についてまでの 10 件の認定案件を一括議題としたいと思

います。 

一括議題にすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第１号から認定第 10 号までの 10 件の認定案件を一括議題とする

ことに決定いたしました。 

お諮りいたします。 

ただいまの認定第１号 令和５年度枝幸町一般会計歳入歳出決算認定についてから、

認定第 10 号 令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会計決算認定についてまでの

10 件の認定案件は、議会運営委員会で協議された結果、議長を除く 11 名の委員で構

成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して、本定例会の会期内で審議する

ことにしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、本件については、11 名の委員で構成する決算書審査特別委員会を設

置し、これに付託して、本定例会の会期内で審議することに決定いたしました。 

ただいま設置いたしました決算審査特別委員会の委員の選任についてお諮りをいた

します。決算審査特別委員会の委員の選任については、議長を除く議員全員でありま

すので、委員の指名は省略をいたします。 
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ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、決算審査特別委員会の委員は、議長を除いた議員全員を選任すること

に決定いたしました。 

続いて、議長より、決算審査特別委員会の正副委員長についてをお諮りいたします。 

議会運営委員会の協議を踏まえ、議長より指名したいと思いますが、ご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。それでは指名いたします。 

決算審査特別委員会委員長に７番石川 勝議員、副委員長に６番小林正浩議員の両

名を指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、決算審査特別委員会の委員長は石川議員、副委員長は小林議員に決定

いたしました。 

ここで着席のまま、暫時休憩といたします。 

休憩 午後 ３時０８分 

再開 午後 ３時１３分 

○議長（小原 仁君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

ただいま配布したとおり、決算審査特別委員会の委員長より、決算審査特別委員会

は、明日の午前 10 時から開会する旨の申し出がありましたので、よろしくお願いし

たいと思います。 

お諮りいたします。 

決算審査特別委員会の開催のため、その期間、本会議を休会したいと思いますが、

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、決算審査特別委員会の開

催の期間中、休会することに決定いたしました。 

議会のイオス放送でございますが、明日午前 10 時よりの放送になりますので、よ

ろしくご承知おきいただきたいと思います。 

なお、本会議は、決算審査特別委員会が終了次第、再開したいと思います。 

 

◎休会宣言 

○議長（小原 仁君）以上をもちまして、本日はこれにて、本会議を休会したいと思

います。 

なお、本日の会議は、これにて終了となります。どうもご苦労さまでした。 

（休会 午後 ３時１３分） 

 

 


